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は
じ
め
に

　

本
稿
は
『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
五
十
三
輯
に
掲
載
し
た
拙
稿
「
稲
荷
社

祀
官
大
西
親
盛
の
和
歌
―
東
丸
神
社
蔵
『
松
葉
集
』
解
題
と
翻
印
―
」（
以

下
、
前
々
稿
）
及
び
第
五
十
四
輯
に
掲
載
し
た
「
稲
荷
社
祀
官
大
西
親
盛

の
和
歌 

続
―
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
『〔
歌
日
記
〕』
翻
印
と
解
題
（
１
）
―
」

（
以
下
、
前
稿
）
に
続
く
も
の
と
し
て
、
京
都
学
・
歴
彩
館
の
所
蔵
す
る

大
西
家
文
書
乙
に
含
ま
れ
る
大
西
親ち

か

盛も
り

（
一
七
〇
三
～
一
七
七
八
）
の
歌

稿
を
翻
印
し
、
解
題
を
付
す
も
の
で
あ
る
。
前
稿
で
は
該
書
の
前
半
部
分

（
巻
頭
か
ら
安
永
二
年
ま
で
）
の
翻
印
を
掲
載
し
た
が
、
本
稿
で
は
後
半

部
分
（
安
永
三
年
か
ら
安
永
七
年
ま
で
）
の
翻
印
と
解
題
を
掲
載
す
る
。

　

な
お
、
該
書
は
原
本
自
体
に
書
名
が
備
わ
ら
ず
、
所
蔵
機
関
に
お
い
て

「〔
歌
日
記
〕」
と
の
整
理
書
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
日
記
と
い
う

よ
り
年
ご
と
の
詠
歌
を
書
き
留
め
た
歌
稿
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

便
宜
上
、
所
蔵
機
関
の
整
理
書
名
に
従
う
こ
と
に
し
た
い
。

解
題

　

前
稿
に
も
記
し
た
が
、
改
め
て
『〔
歌
日
記
〕』
の
書
誌
を
略
記
す
る
。

長
帳
綴
。
一
冊
。
無
表
紙
。
外
題
内
題
共
に
な
し
。
楮
紙
。
一
四
・

三
×
三
九
・
六
糎
。〔
明
和
四
～
安
永
七
年
〕〔
大
西
親
盛
〕
写
。
無

 
稲
荷
社
祀
官
大
西
親
盛
の
和
歌 

続
々

─
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
『〔
歌
日
記
〕』
翻
印
と
解
題
（
２
）
─

一　

戸　
　

渉
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奥
書
。
整
理
番
号
大
西
家
資
料
乙
五
二
八
。

該
書
は
奥
書
も
な
く
無
署
名
の
資
料
だ
が
、
内
容
及
び
筆
跡
か
ら
大
西
親

盛
の
自
筆
稿
本
と
断
じ
て
よ
い
。
書
物
の
体
裁
と
し
て
は
じ
つ
に
素
っ
気

な
い
も
の
で
、
現
状
は
横
長
の
長
帳
綴
を
中
央
部
で
二
つ
折
り
に
し
て
あ

る
。
内
容
も
年
ご
と
の
詠
歌
を
書
き
留
め
た
、
将
来
的
に
家
集
を
編
纂
す

る
よ
う
な
際
に
利
用
す
る
た
め
の
資
料
と
い
っ
た
趣
の
も
の
で
、
必
ず
し

も
広
く
公
開
を
前
提
と
し
た
よ
う
な
仕
立
て
で
は
な
い
。

　

こ
れ
も
前
々
稿
及
び
前
稿
に
お
い
て
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
本
書
の

著
者
で
あ
る
親
盛
は
稲
荷
社
祀
官
に
し
て
非
蔵
人
を
兼
ね
、
ま
た
荷
田
春

満
及
び
冷
泉
為
久
・
為
村
・
為
泰
の
指
導
の
も
と
で
和
歌
の
修
練
を
積
ん

で
い
た
。
前
々
稿
で
紹
介
し
た
『
松
葉
集
』
は
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）

か
ら
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
に
か
け
て
の
詠
歌
を
収
め
、
本
稿
で
取
り

上
げ
る
『〔
歌
日
記
〕』
は
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
九
月
か
ら
安
永
七

年
（
一
七
七
八
）
六
月
に
か
け
て
の
詠
歌
を
収
め
る
。
明
和
三
年
か
ら
翌

年
八
月
頃
ま
で
記
録
の
欠
落
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
二
つ
の
歌
稿
に
よ
っ

て
、
冷
泉
家
入
門
後
の
親
盛
の
和
歌
上
の
活
動
の
ほ
ぼ
全
貌
を
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。

　

と
は
い
え
、
本
書
を
通
読
し
て
だ
れ
も
が
気
付
く
だ
ろ
う
こ
と
は
、
詠

歌
状
況
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
乏
し
さ
か
と
思
わ
れ
る
。
冷
泉
家
か
ら

の
出
題
を
こ
な
し
た
も
の
や
稲
荷
社
へ
の
月
次
法
楽
和
歌
、
竈
家
（
東
羽

倉
家
）・
祓
川
家
・
毛
利
家
・
松
本
家
な
ど
稲
荷
社
社
家
の
間
で
の
稽
古

会
や
追
悼
和
歌
の
勧
進
に
応
じ
た
作
、
下
鴨
社
・
梅
宮
社
・
上
御
霊
社
等

の
社
家
と
の
贈
答
歌
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
む
し
ろ
こ
う
し
た
単
調

さ
が
、
近
世
期
の
社
家
と
し
て
の
和
歌
活
動
の
通
常
の
あ
り
か
た
だ
と
い

う
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
意
外
な
人
物
と
の
交
流
や
、
冷

泉
家
の
指
導
の
具
体
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
興
味
深
い
記
事
も
少

な
く
な
い
。
以
下
、
年
次
を
追
っ
て
、
若
干
の
注
解
を
加
え
て
ゆ
く
。

【
明
和
六
年
】

　

四
月
頃
の
条
に
見
え
る
「
肥
後
国
祇
園
社
神
職
行
藤
志
摩
守
」
は
六
所

大
明
神
宮
（
祇
園
社
は
そ
の
祭
神
の
一
）
の
社
家
の
出
で
、
寛
保
二
年
に

石
田
梅
岩
と
問
答
を
行
っ
て
い
る
人
物
（『
石
田
先
生
語
録
』）。

　

明
和
六
年
七
月
二
日
、
荷
田
春
満
没
後
三
十
三
年
に
際
し
て
詠
ま
れ
た

「
お
ぢ
の
み
た
ま
に
よ
み
て
ま
つ
る
う
た
」
を
初
句
の
冠
に
置
い
た
十
五

首
は
詞
書
に
あ
る
ご
と
く
、「
ふ
る
き
を
思
ふ
心
を
よ
せ
て
供
ふ
」「
秋
哥
」

と
の
こ
と
で
先
師
を
追
慕
し
た
秋
の
歌
が
並
ぶ
が
、
春
満
の
学
者
と
し
て

の
側
面
に
言
及
し
た
と
見
做
し
う
る
歌
は
「
蓬
生
に
庭
の
訓
の
跡
ふ
り
し

あ
き
を
と
ひ
き
て
鈴
虫
の
鳴
」
の
一
首
が
辛
う
じ
て
認
め
ら
れ
る
の
み
で

あ
る
の
は
少
々
意
外
に
も
思
わ
れ
る
。
親
盛
と
し
て
は
単
に
型
ど
お
り
の
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追
慕
の
念
を
詠
じ
た
ま
で
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
死
か
ら
三
十
三

年
も
の
時
を
経
て
、
神
主
家
た
る
大
西
家
当
主
と
し
て
す
で
に
下
社
神
主

の
地
位
に
あ
っ
た
親
盛
に
と
っ
て
、
か
つ
て
の
師
春
満
の
「
庭
の
訓
」
が

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
、
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
十

五
首
か
ら
は
い
っ
さ
い
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

七
月
頃
の
条
に
あ
る
「
三
峯
翠
黛
」
題
を
は
じ
め
と
す
る
稲
荷
山
十
二

景
和
歌
は
、
詞
書
に
も
あ
る
通
り
、
荷
田
信
郷
の
勧
進
に
よ
る
島
田
元
直

画
の
稲
荷
山
の
十
二
の
景
観
と
伊
藤
東
所
に
よ
る
漢
詩
十
二
首
か
ら
成
る

画
巻
で
、
明
和
八
年
七
月
に
は
『
稲
荷
山
十
二
景
記
并
詩
画
』
と
題
し
た

版
本
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
信
郷
が
こ
の
十
二
の
組
題
で
諸
家
に
詩
歌
を

募
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
以
前
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が（

１
）、

こ
こ
で
の

親
盛
歌
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

【
明
和
七
年
】

　
「
医
師
間
杦
亨
安
九
十
賀
勧
進
冷
泉
家
出
題
」
と
あ
る
の
は
、
頼
亨
翁

の
和
歌
の
師
と
し
て
知
ら
れ
、
伴
蒿
蹊
『
近
世
畸
人
伝
』
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
た
馬
杉
亨
安
（
武
者
小
路
実
陰
の
息
高
松
重
季
門
）
の
こ
と
。
彼
の

九
十
賀
の
勧
進
和
歌
が
冷
泉
家
の
出
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
従
来
知
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。

　

公
遵
法
親
王
（
隨
自
意
院
）
の
家
来
と
い
う
高
橋
図
書
な
る
人
物
に
つ

い
て
は
未
詳
だ
が
、
貼
紙
に
見
え
る
「
源
高
保
」
と
同
人
で
あ
ろ
う
。
こ

の
頃
の
親
盛
は
菊
の
栽
培
に
ず
い
ぶ
ん
と
傾
倒
し
て
い
た
よ
う
で
、
前
年

の
明
和
六
年
条
に
も
「
愛
菊
友
」
で
あ
る
伏
見
奉
行
組
与
力
の
津
田
為
右

衛
門
の
追
善
の
た
め
に
催
さ
れ
た
伏
見
の
本
教
寺
で
の
菊
花
供
進
会
に
お

い
て
菊
の
花
に
付
し
た
一
首
が
見
え
る
。

　

こ
の
年
の
十
月
十
三
日
に
挙
行
さ
れ
た
鴨
長
明
五
百
五
拾
五
年
遠
祭
の

た
め
に
、
下
鴨
社
社
家
の
梨
木
祐
為
の
勧
進
に
応
じ
た
和
歌
が
あ
る
が
、

祐
為
と
は
同
じ
為
村
門
で
あ
り
、
ま
た
同
じ
社
家
と
い
う
身
分
も
あ
っ
て

親
盛
と
は
種
々
の
接
点
が
あ
る
。

　

年
末
頃
の
条
に
見
え
る
「
尾
州
横
須
賀
坂
𠀋
之
進
」「
正
盈
」
は
知
多

の
豪
商
に
し
て
俳
人
の
方
間
舎
楓
京
の
こ
と
。
従
来
知
ら
れ
て
い
な
い
よ

う
だ
が
、
彼
は
親
盛
と
も
接
点
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
本
書
に
見
え
る
通
り
、

親
盛
側
か
ら
送
っ
た
紅
葉
文
様
を
刷
っ
た
料
紙
に
認
め
た
和
歌
を
め
ぐ
る

贈
答
の
や
り
と
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
楓
京
は
こ
の
年
の
三
月
か
ら

六
月
に
か
け
て
後
桃
園
天
皇
の
即
位
礼
に
際
し
て
の
禁
裏
警
護
の
た
め
に

在
京
し
て
お
り（

２
）、

恐
ら
く
は
そ
の
時
に
親
盛
と
交
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

【
明
和
九
年
／
安
永
元
年
】

　

こ
の
年
に
親
盛
は
七
十
歳
を
迎
え
た
た
め
そ
の
関
係
の
詩
歌
の
贈
答
が

多
い
。
正
月
二
十
日
に
王
母
献
寿
図
に
画
賛
を
添
え
て
親
盛
の
七
十
賀
と
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し
て
贈
っ
た
畑
柳
安
は
後
桜
町
天
皇
の
侍
医
で
あ
る
。
四
月
二
十
八
日
の

「
氏
蔵
人
常
芳
」
は
院
蔵
人
の
細
川
常
芳
。
五
月
頃
の
条
に
見
え
る
「
吉

見
三
河
」「
吉
見
三
河
菅
原
正
寛
」
は
北
野
天
満
宮
社
家
で
非
蔵
人
の
吉

見
正
寛
（
前
名
正
代
）
の
こ
と
（
東
丸
神
社
蔵
『
非
蔵
人
家
伝
』
参
照
）。

　

十
月
十
三
日
に
親
盛
が
男
子
誕
生
の
祝
い
の
歌
を
贈
っ
た
「
菅
原
永
叙
」

も
非
蔵
人
で
北
野
天
満
宮
社
家
吉
見
家
の
一
統
で
あ
る
（
先
の
正
寛
と
は

別
家
、
先
掲
『
非
蔵
人
家
伝
』
参
照
）。

　

排
列
か
ら
安
永
元
年
十
二
月
頃
と
思
わ
れ
る
が
、「
或
人
」
が
親
盛
の

も
と
へ
持
参
し
た
「
和
哥
の
書
二
巻
」
を
（
恐
ら
く
親
盛
が
購
入
し
た
上

で
）
冷
泉
家
へ
差
出
し
た
折
の
、
澄
覚
（
冷
泉
為
村
）
と
の
贈
答
は
、
書

名
等
は
不
明
な
が
ら
、
庫
外
に
流
出
し
た
冷
泉
家
蔵
書
が
こ
の
よ
う
に
門

人
を
通
じ
て
返
還
さ
れ
た
事
例
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。

【
安
永
二
年
】

　

排
列
か
ら
こ
の
年
の
七
月
頃
、
筥
崎
宮
大
宮
司
の
「
吉
野
常
陸
介
壱
岐

ノ
公
光
」
な
る
人
物
が
度
々
懇
望
の
た
め
、「
入
道
殿
」
す
な
わ
ち
師
の

為
村
の
添
削
を
経
た
上
で
、「
壱
岐
国
筥
崎
宮
十
二
景
」
を
詠
じ
て
い
る
。

親
盛
の
書
き
ぶ
り
か
ら
は
か
な
り
熱
心
に
こ
の
「
壱
岐
国
筥
崎
宮
十
二
景
」

の
詩
歌
を
乞
う
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
い
ま
他
に
親
盛
以
外
の
事
例
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
い
か
な
る
人
物
か
も
未
詳
で
あ
る
。

【
安
永
三
年
】

　

排
列
か
ら
五
月
頃
と
思
わ
れ
る
が
、
芍
薬
の
花
盛
り
に
、
親
盛
が
あ
る

人
か
ら
芍
薬
の
和
歌
を
乞
わ
れ
た
も
の
の
、
古
歌
に
例
の
な
い
も
の
で
あ

る
た
め
師
の
為
村
に
事
情
を
話
し
、
加
筆
し
て
貰
っ
た
三
首
が
あ
る
。
詞

書
に
も
あ
る
通
り
芍
薬
は
『
色
葉
字
類
抄
』
等
に
「
エ
ヒ
ス
ク
ス
リ
」
と

の
訓
が
見
え
る
も
の
の
、
歌
語
と
し
て
は
使
用
例
が
な
い
。
一
首
目
の
「
ふ

か
み
草
」
は
通
常
は
牡
丹
の
こ
と
だ
が
、
長
嘯
子
『
挙
白
集
』
に
は
芍
薬

を
「
ふ
か
み
草
」
と
呼
ん
だ
例
も
あ
る
（
一
四
七
八
・
一
四
七
九
番
歌
）。

た
だ
し
こ
こ
で
は
眼
前
の
夏
の
芍
薬
の
姿
に
春
の
牡
丹
の
面
影
を
感
じ
る

と
い
う
歌
意
で
あ
る
か
ら
、
外
見
的
な
特
徴
が
似
た
花
で
あ
る
が
ゆ
え
に

歌
語
と
し
て
選
択
さ
れ
た
と
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
こ
の
三
首
及

び
詞
書
か
ら
は
、
先
例
の
乏
し
い
芍
薬
の
歌
に
つ
い
て
も
添
削
に
応
じ
る

為
村
の
指
導
の
柔
軟
さ
と
、
先
述
の
菊
も
含
め
た
親
盛
の
草
花
へ
の
偏
愛

を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
て
、
そ
の
為
村
が
こ
の
年
の
七
月
二
十
九
日
に
六
十
三
歳
で
亡
く
な
っ

て
い
る
。
親
盛
は
「
右
哥
者
冷
泉
入
道
前
大
納
言
澄
覚
為
村
卿
江
以
詠
草

相
伺
作
分
也
」
と
こ
こ
ま
で
が
為
村
の
指
導
を
経
た
歌
で
あ
る
こ
と
を
示

し
、
ま
た
為
村
に
つ
い
て
「
高
名
之
歌
人
惜
哉
」
と
の
感
慨
を
書
き
記
し

て
い
る
。
そ
の
約
五
ヶ
月
後
、
親
盛
は
為
村
の
息
で
あ
る
為
泰
に
「
寄
松
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祝
」
題
で
の
詠
草
を
息
子
の
親
臣
を
介
し
て
差
出
し
、
指
導
を
仰
い
で
い

る
。
為
村
の
死
後
も
引
き
続
き
冷
泉
系
の
門
人
と
し
て
和
歌
の
修
練
を
積

ん
で
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
年
、
稲
荷
社
は
神
幸
祭
及
び
還
幸
祭
で
の
行
列
供
奉
を
古
式
に
則
っ

て
再
興
し
て
お
り（

３
）、

本
年
中
の
記
事
に
関
連
す
る
詠
歌
が
複
数
確
認
で
き

る
。
こ
の
中
で
注
意
さ
れ
る
の
が
「
十
一
月
五
日
」
と
詞
書
に
注
記
が
あ

る
も
の
で
あ
る
。
延
享
三
年
の
綸
旨
に
て
勅
裁
が
あ
っ
た
行
装
を
橋
詰
町

の
寄
進
で
製
作
し
た
こ
と
に
関
す
る
詞
書
及
び
和
歌
、
及
び
当
年
三
月
十

七
日
の
神
幸
祭
の
行
列
供
奉
再
興
に
際
し
て
詠
じ
た
二
首
（
本
年
一
月
条

の
貼
紙
に
見
え
る
「
絶
た
る
を
…
」
并
に
「
い
な
り
山
」
歌
）
を
寺
町
通

五
条
橋
詰
町
の
「
額
田
正
三
郎
」
な
る
人
物
の
懇
望
に
よ
り
親
盛
が
染
筆

し
た
こ
と
が
詞
書
か
ら
わ
か
る
。
こ
の
額
田
正
三
郎
は
宝
暦
九
年
刊
『
野

坡
吟
艸
』
の
刊
記
に
「
皇
都
五
條
西
橋
詰
町
額
田
正
三
郎
梓
」
と
住
所
も

符
合
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
京
の
書
肆
で
、
父
親
が
野
坡

門
の
風
之
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
文
下
と
の
号
で
俳
諧
上
の
活
動
も
行
っ

て
い
る
。
従
来
親
盛
と
の
接
点
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
延
享
三
年
の
綸

旨
が
あ
っ
た
際
に
は
父
の
風
之
（
延
享
四
年
没
）
も
存
命
で
あ
っ
た
か
ら
、

親
子
二
代
に
わ
た
っ
て
稲
荷
社
へ
の
信
仰
が
篤
か
っ
た
も
の
と
見
え
、
そ

う
し
た
縁
か
ら
橋
詰
町
を
代
表
し
て
親
盛
へ
と
染
筆
を
依
頼
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

十
一
月
十
一
日
に
五
女
の
婚
姻
を
祝
す
和
歌
を
贈
っ
て
い
る
「
大
坂
小

西
法
橋
有
邦
」
だ
が
、
住
吉
大
社
御
文
庫
に
寛
政
三
年
か
ら
同
十
二
年
に

か
け
て
彼
が
奉
納
し
た
百
首
和
歌
が
あ
り
、
そ
の
奥
書
の
署
名
が
「
浪
花

医
生　

法
橋
小
西
有
邦
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
大
阪
の
医
師
と
見
ら
れ
る（

４
）。

小
西
有
邦
は
賀
茂
真
淵
門
の
歌
僧
海
量
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
が（

５
）、

翌
安
永
四
年
二
月
八
日
に
こ
の
五
女
の
婿
が
ね
と
対
面
し
た

折
の
一
首
や
、
安
永
七
年
条
の
「
大
坂
住
人
或
代
官
之
由
七
十
賀
小
西
有

邦
勧
進
」
と
の
注
記
あ
る
「
寄
松
祝
」
題
の
一
首
も
あ
り
、
親
盛
と
は
種
々

の
接
点
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

【
安
永
四
年
】

　

先
述
の
通
り
、
前
年
七
月
に
冷
泉
為
村
が
没
し
て
後
、
同
年
十
二
月
に

は
そ
の
息
為
泰
に
親
盛
は
詠
草
を
提
出
し
、
引
き
続
き
冷
泉
家
門
弟
と
し

て
和
歌
修
練
を
継
続
す
る
意
志
を
表
明
し
て
い
る
。
し
か
し
本
年
条
を
読

め
ば
解
る
よ
う
に
、
そ
れ
か
ら
す
ぐ
に
為
泰
の
添
削
指
導
が
は
じ
ま
っ
た

わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
正
月
の
「
霞
添
春
色
」
題
で
の
稲
荷
社
法
楽
和

歌
の
注
記
「
法
楽
今
年
中
之
哥
為
泰
卿
一
期
終
後
伺
御
点
写
留
」、
及
び

八
月
条
の
「
従
是
以
下
冷
泉
中
納
言
為
泰
卿
御
点
之
哥
留
之
最
如
御
点
加

点
写
御
添
削
者
傍
注
下
倣
之
」
か
ら
は
、
本
年
七
月
二
十
九
日
の
為
村
没
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後
一
年
祭
に
和
歌
五
首
を
霊
前
に
供
え
た
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
親
盛
は

こ
の
年
の
自
身
の
詠
歌
を
ま
と
め
て
為
泰
に
提
出
し
、
添
削
を
仰
ぐ
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
年
の
間
隔
を
空
け
た
の
は
や
は
り
先
師
為

村
へ
の
儀
礼
的
な
配
慮
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
年
に
は
神
幸
祭
及
び
還
幸
祭
で
の
行
列
供
奉
に
際
し
て
使
用
す
る

唐
鞍
や
錦
蓋
・
菅
蓋
・
御
翳
・
御
鉾
・
御
盾
・
御
弓
・
箭
御
太
刀
な
ど
が

寄
進
さ
れ
た
際
に
詠
ま
れ
た
歌
が
目
立
つ
。
四
月
に
神
祇
伯
資
顕
王
よ
り

稲
荷
社
御
祭
勅
裁
の
綸
旨
を
辛
櫃
に
入
れ
て
神
幸
の
行
列
の
前
に
持
た
す

べ
き
旨
が
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
含
め
て
、
前
年
の
祭
礼
再
興
の
余

波
と
見
て
よ
い
。

　

正
月
頃
及
び
二
月
頃
の
条
に
登
場
す
る
「
三
輪
則
寿
」
は
安
永
五
年
正

月
条
に
も
登
場
す
る
が
、
こ
の
安
永
四
年
の
九
月
八
日
の
こ
と
と
し
て
詞

書
に
「
伏
見
役
屋
敷
与
力
三
輪
金
左
衛
門
則
黨
三
回
忌
追
慕
」
の
た
め
親

族
の
勧
進
に
応
じ
た
和
歌
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
と
対
応
し
て
安
永
二
年
十

一
月
頃
の
条
に
「
三
輪
家
よ
り
む
こ
か
ね
則
黨
身
ま
か
り
し
由
告
来
を
聞

て
」
と
の
詞
書
あ
る
一
首
が
あ
る
こ
と
、
加
え
て
こ
の
則
寿
は
十
一
月
の

条
に
登
場
す
る
「
伏
見
な
る
三
輪
の
老
翁
」、
安
永
五
年
四
月
条
の
「
伏

見
な
る
三
輪
の
翁
」
と
同
人
と
目
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
三
輪
則
寿
も

伏
見
奉
行
与
力
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
芍
薬
の
株
を
何
度
か
贈
ら
れ

て
お
り
、
親
盛
と
は
園
芸
愛
好
仲
間
で
あ
っ
た
模
様
で
あ
る
。

　

九
月
十
八
日
に
親
実
（
親
盛
孫
で
後
に
親
寓
と
改
名
）
が
松
茸
の
公
事

（
稲
荷
山
で
採
れ
た
松
茸
は
幕
府
へ
の
献
上
品
と
な
る
）
の
た
め
稲
荷
山

に
入
っ
た
と
こ
ろ
、
山
中
に
お
い
て
珍
し
い
こ
と
に
稲
が
実
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
祥
瑞
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と
で
神
前
に
供
え
た
際
の
歌
が
あ
る
が
、

貼
紙
に
万
葉
書
さ
れ
た
和
歌
の
結
句
で
「
ま
で
」
を
「
左
右
手
」
と
表
記

し
て
い
る
の
は
、『
万
葉
集
』
二
三
三
一
番
歌
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

荷
田
派
に
お
け
る
万
葉
書
に
つ
い
て
は
以
前
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が（

６
）、

荷

田
春
満
と
そ
の
一
門
が
晩
年
に
実
施
し
て
い
た
の
は
日
本
書
紀
歌
謡
に
基

づ
い
た
真
名
表
記
で
あ
り
、
春
満
の
門
弟
時
代
の
親
盛
も
同
趣
の
表
記
を

行
っ
て
い
た
が
、
こ
の
安
永
四
年
時
点
で
の
親
盛
は
明
白
に
『
万
葉
集
』

を
意
識
し
た
表
記
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
質
的
に
や
や
異
な
る
部
分
が
あ

る
。
恐
ら
く
春
満
か
ら
の
影
響
と
い
う
よ
り
も
、
神
に
献
じ
た
歌
で
あ
る

が
故
に
神
秘
性
・
呪
術
性
を
帯
び
た
万
葉
書
を
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
万
葉
書
の
使
用
法
と
し
て
は
伝
統
的
か
つ
定
型
的
な
あ
り
か
た
で

は
あ
る
が
、
と
は
い
え
『
万
葉
集
』
に
準
拠
し
た
表
記
を
用
い
て
い
る
点

は
、
真
淵
流
の
万
葉
調
の
影
響
も
同
時
に
認
め
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
年
の
十
一
月
、
七
十
歳
以
上
の
長
命
の
官
人
に
寿
字
を
揮
毫
し
て
献

上
す
る
よ
う
後
桃
園
天
皇
よ
り
勅
命
が
あ
り
、
七
十
三
歳
の
親
盛
も
そ
の



─ 125 ─

求
め
に
応
じ
た
際
、
稲
荷
社
の
祭
神
に
奉
っ
た
歌
も
ま
た
万
葉
書
で
あ
る
。

こ
れ
も
同
様
に
祭
神
へ
の
献
詠
ゆ
え
の
所
為
で
あ
ろ
う
。

【
安
永
五
年
】

　

四
月
頃
の
条
に
あ
る
、
樋
口
町
の
人
々
に
よ
る
唐
鞍
奉
納
に
関
わ
る
歌

の
詞
書
に
「
熱
田
社
の
神
宝
の
内
に
古
き
唐
鞍
の
か
た
有
し
よ
し
聞
伝
て
、

此
く
ら
の
う
つ
し
を
造
り
奉
る
」
と
あ
る
の
は
、
や
は
り
前
々
年
に
再
興

さ
れ
た
神
輿
渡
御
の
行
列
を
飾
る
に
相
応
し
い
、
古
式
に
則
っ
た
品
が
奉

納
さ
れ
た
こ
と
を
特
記
し
た
も
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
時
期
の
京
洛
に
お
け

る
復
古
的
な
機
運
の
高
ま
り
を
感
じ
さ
せ
て
興
味
深
い
。

　

十
月
頃
の
条
、
青
蓮
院
流
の
詩
歌
巻
を
孫
の
親
実
が
持
参
し
て
き
た
際

に
詠
じ
た
一
首
が
あ
る
が
、
こ
の
詩
歌
巻
は
「
先
父
の
比
ひ
」
と
あ
る
の

で
近
世
前
期
頃
の
も
の
と
な
ろ
う
か
。
当
該
書
を
秘
蔵
し
て
い
た
と
い
う

「
樫
尾
先
生
」
は
未
詳
な
が
ら
親
実
の
手
習
い
の
師
で
あ
ろ
う
か
。

【
安
永
六
年
】

　

こ
の
年
の
正
月
三
十
日
、
宝
暦
十
一
年
に
没
し
た
荷
田
信
舎
の
没
後
十

七
年
の
霊
祭
が
行
わ
れ
、
親
盛
は
和
歌
二
首
を
霊
前
に
手
向
け
て
い
る
。

詞
書
に
も
あ
る
通
り
、
親
盛
は
家
重
か
ら
家
治
へ
の
将
軍
代
替
わ
り
に
応

じ
た
朱
印
改
め
の
た
め
に
宝
暦
十
年
末
に
江
戸
に
下
向
し
て
お
り
、
そ
の

帰
路
に
お
い
て
信
舎
の
死
を
知
っ
た
ら
し
い
。
晩
年
の
春
満
の
も
と
で
と

も
に
和
歌
の
修
練
を
積
ん
で
い
た
信
舎
の
訃
報
に
接
し
た
際
の
か
つ
て
の

旅
中
の
思
い
が
、
老
境
の
親
盛
の
胸
に
去
来
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
長
文
の

詞
書
も
含
め
、
哀
切
で
あ
る
。

【
安
永
七
年
】

　

本
書
の
末
尾
に
は
、
こ
の
年
の
六
月
三
日
に
松
本
讃
岐
守
為
廉
亭
に
て

催
さ
れ
た
稽
古
会
で
の
探
題
の
歌
題
「
梅
遠
薫
」
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。

親
盛
が
没
し
た
の
は
こ
の
年
の
七
月
十
一
日
の
こ
と
で
あ
る
（
東
丸
神
社

蔵
『
非
蔵
人
家
伝
』）。
恐
ら
く
病
の
床
に
臥
し
、
詠
歌
を
書
き
留
め
る
こ

と
が
叶
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
前
々
稿
に
お
い
て
元
文
三
年
か
と
推
定
し
て
い
た
親
盛
の
冷

泉
家
へ
の
入
門
の
時
期
と
経
緯
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
く
。
伏
見
稲
荷
大

社
の
所
蔵
す
る
親
盛
の
日
記
『
日
次
案
記
』（
記
録
一
五
‐
九
）
の
元
文

二
年
（
一
七
三
七
）
閏
十
一
月
二
十
三
日
条
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
と
い
う
。

一
冷
泉
大
納
言
殿
御
亭
江
参
入
、
今
朝
以
親
教
中
川
右
近
有
案
内
申

達
所
午
刻
計
可
令
参
旨
也
、
右
近
江
令
対
面
右
近
云
、
兼
而
中
将
為

村
朝
臣
迄
於
御
所
内
々
被
示
置
候
和
歌
御
門
弟
之
事
、
冷
泉
御
門
弟

之
義
ハ
御
家
法
相
定
有
之
故
、
一
通
可
被
示
聞
之
由
ニ
而
被
示
云
、

是
迄
他
家
江
之
門
弟
之
品
無
之
哉
否
、
又
云
歌
道
執
行
只
今
当
分
之

も
て
あ
そ
ひ
の
為
メ
ニ
候
や
、
い
つ
迄
も
可
学
所
存
候
や
否
、
又
云
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当
家
門
人
之
上
は
詠
歌
猥
ニ
世
上
江
る
ふ
之
事
可
相
慎
候
事
、
右

之
ヶ
条
一
通
得
所
存
、
其
上
表
向
一
通
可
令
沙
汰
給
之
由
也
、
且
又

愚
詠
有
之
候
ハ
ヽ
、
書
付
可
令
披
見
旨
也
、
予
答
云
師
ハ
親
類
共
ニ

而
先
年
致
死
去
今
ハ
無
之
候
、
歌
道
之
義
は
一
生
之
楽
と
致
候
事
ニ

候
、
愚
詠
打
絶
無
之
候
所
、
此
比
愚
父
七
十
賀
組
題
ニ
而
社
頭
祝
ニ

て
詠
置
候
可
入
御
覧
旨
、
則
詠
草
相
認
右
近
迄
令
内
見
之
所
、
右
近

云
一
両
日
中
ニ
書
中
ニ
而
可
被
示
聞
給
之
旨
也

右
は
二
〇
二
〇
年
八
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
「
近
世
中
期
復
古
神
道

形
成
過
程
の
史
料
的
研
究
」
科
研
第
一
回
定
例
研
究
会
に
お
け
る
上
島
亮

平
の
発
表
「
稲
荷
社
祠
官
大
西
親
盛
の
冷
泉
家
入
門
」
の
配
付
資
料
か
ら

の
引
用
で
あ
る
。
上
島
発
表
を
踏
ま
え
つ
つ
内
容
を
整
理
す
る
と
、
同
じ

稲
荷
社
社
家
で
非
蔵
人
の
安
田
親
教
を
案
内
に
出
さ
せ
て
冷
泉
家
雑
掌
中

川
右
近
と
対
面
し
た
と
こ
ろ
（
予
め
内
々
に
冷
泉
家
入
門
の
意
思
は
御
所

に
お
い
て
伝
え
て
あ
る
）、
冷
泉
家
の
門
弟
は
「
御
家
法
」
の
定
め
が
あ

る
た
め
、
他
家
へ
の
入
門
経
験
の
有
無
、
歌
道
修
練
を
継
続
す
る
意
思
を

問
わ
れ
、
ま
た
入
門
後
は
詠
歌
を
み
だ
り
に
世
上
に
流
布
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
、
詠
歌
が
あ
れ
ば
提
出
す
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
。
親
盛
は
師

で
あ
る
春
満
は
先
年
死
去
し
て
い
る
こ
と
（「
親
類
共
」
と
述
べ
て
い
る

の
は
、
親
盛
の
実
の
祖
父
で
あ
る
祓
川
幸
親
が
春
満
の
父
信
詮
と
実
の
兄

弟
で
あ
る
た
め
）、
歌
道
修
練
は
「
一
生
之
楽
」
と
し
て
継
続
す
る
意
思

が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
父
の
七
十
賀
に
際
し
て
詠
ん
だ
「
社
頭
祝
」
題
の

和
歌
を
詠
草
に
認
め
て
差
出
し
た
所
、
一
両
日
中
に
返
事
が
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
事
実
、
そ
の
二
日
後
の
閏
十
一
月
二
十
五
日
に
は
中
川
右

近
よ
り
入
門
を
認
め
る
べ
き
旨
が
無
事
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
同
日
記

の
記
事
か
ら
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
親
盛
の
入
門
が
正
式
に
許
可
さ
れ

た
の
は
元
文
二
年
閏
十
一
月
二
十
五
日
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

更
に
補
足
を
加
え
る
。
前
々
稿
の
解
題
に
お
い
て
言
及
し
た
下
村
菊
軒

な
る
人
物
に
つ
い
て
、
親
盛
と
の
交
流
に
加
え
、
荷
田
在
満
及
び
賀
茂
真

淵
と
の
接
点
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
東
丸
神
社
蔵
『
大
西
家
日
次

案
記
』（
文
書
番
号
二
三
四
〇
・
親
盛
筆
）
の
寛
保
四
年
（
一
七
四
四
）

六
月
十
九
日
条
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
こ
と
を
知
り
得
た（

７
）。

晴
、
下
村
菊
軒
死
去
、
酉
下
刻
斗
歟
、
性
質
正
直
而
好
学
、
又
漢
倭

之
書
籍
博
職
之
人
也
近
年
病
身
而
両
足
不
能
屈
伸
、
為
松
本
甲
斐
守

妻
親
父
也
、
仍
甲
州
方
ニ
被
為
同
居
、
尤
懇
意
也
、
元
医
業
シ
テ
在

京
都
、
依
病
身
為
隠
者
住
当
所
常
安
逸
ヲ
願
テ
辟
繁
花
地
テ
逸
居
、

去
十
一
日
息
女
死
去
、
愁
傷
之
余
持
病
発
乄
死
惜
哉
、
此
人
年
四
十

九  

松
本
甲
斐
守
は
南
松
本
家
の
為
以
の
こ
と
。
羽
倉
敬
尚
「
稲
荷
社
社
家
系
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図
」（『
近
世
学
芸
論
考
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
為
以
の
父
為
重
の
母
は
「
伏

見
住
下
村
氏
女
」
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
松
本
家
と
は
縁
戚
関
係
に
あ

り
、
病
身
で
あ
っ
た
た
め
に
為
以
と
同
居
し
、
親
盛
と
は
懇
意
で
元
は
医

師
の
蔵
書
家
あ
っ
た
ら
し
い
。

注　（
１
）  

拙
著
『
上
田
秋
成
の
時
代 
上
方
和
学
研
究
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二

〇
一
二
）
第
三
部
第
一
章
「
荷
田
信
郷
の
雅
交
」
参
照
。

（
２
）  

方
間
舎
楓
京
に
つ
い
て
は
冨
田
康
之「
方
間
舎
楓
京
略
年
譜
」（『
俳

諧
史
の
新
し
き
地
平
（
論
集
近
世
文
学
４
）』
勉
誠
出
版
、一
九
九
二
）

に
詳
し
い
。

（
３
）  

『
伏
見
稲
荷
大
社
年
表
』（
伏
見
稲
荷
大
社
、
一
九
六
二
）。

（
４
）  

『
住
吉
大
社
御
文
庫
目
録
』（
大
阪
書
林
御
文
庫
講
他
、二
〇
〇
三
）

掲
載
『
奉
納
詠
百
首
和
歌
』
参
照
。
原
本
未
見
。

（
５
）  

森
銑
三
「
海
量
法
師
」（『
森
銑
三
著
作
集
』
第
二
巻
、
中
央
公
論

社
、
一
九
八
八
、
所
収
）。

（
６
）  

拙
稿
「
和
歌
の
万
葉
書
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
五
十
輯
、
二
〇

一
六
）。

（
７
）  

上
島
亮
平
氏
の
御
示
教
に
よ
る
。

『〔
歌
日
記
〕』
翻
印

〈
凡
例
〉
翻
印
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
処
理
を
加
え
た
。

１
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

２
、
変
体
仮
名
は
現
行
の
仮
名
に
改
め
た
。

３
、
明
ら
か
な
誤
字
、
脱
字
や
衍
字
等
は
、
適
宜
、
右
傍
に
（
マ
マ
）
な

ど
と
注
記
し
た
。

４
、
通
読
の
便
宜
を
考
慮
し
、
和
歌
を
除
い
て
句
読
点
を
付
し
た
。

５
、
虫
損
・
破
損
等
で
判
読
の
困
難
な
箇
所
は
そ
の
文
字
数
分
の
□
で
示

し
た
。

６
、
和
歌
や
文
章
の
添
削
は
該
当
字
句
の
左
傍
に
抹
消
符
と
し
て
「
〻
」

を
用
い
、
訂
正
字
句
の
あ
る
場
合
は
該
当
字
句
の
右
傍
に
記
し
た
。

７
、
数
度
に
わ
た
り
訂
正
が
加
え
ら
れ
る
な
ど
、
通
常
の
翻
字
の
み
で
は

原
本
の
状
態
に
つ
い
て
表
現
が
困
難
な
場
合
、
後
注
に
て
現
状
を
説
明

し
た
。

８
、
和
歌
の
詞
書
や
歌
題
、
肩
付
や
左
注
の
類
は
原
則
と
し
て
二
字
下
げ

と
し
た
。

９
、
和
歌
は
原
本
で
は
二
行
に
分
ち
書
き
さ
れ
て
い
る
が
、
字
配
は
無
視
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し
た
。

10
、
細
字
注
記
な
ど
原
本
の
表
記
を
な
る
べ
く
尊
重
し
た
が
、
読
み
や
す

さ
を
考
慮
し
て
適
宜
修
正
を
加
え
た
。

11
、
各
年
の
冒
頭
に
記
さ
れ
る
年
号
に
つ
い
て
は
そ
の
前
に
空
行
を
入
れ
、

読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
字
下
げ
な
し
で
記
し
た
。

12
、
添
削
以
外
の
単
な
る
誤
字
の
訂
正
に
つ
い
て
は
訂
正
後
の
形
で
翻
字

し
た
。

13
、
符
号
な
ど
を
用
い
て
排
列
移
動
の
指
示
が
付
さ
れ
て
い
る
和
歌
に
つ

い
て
は
、
そ
の
指
示
に
従
っ
て
排
列
を
改
め
た
形
で
翻
字
し
た
。
た
だ

し
移
動
位
置
が
不
明
瞭
な
も
の
に
つ
い
て
は
原
本
の
ま
ま
と
し
た
。

14
、
そ
の
他
、
校
注
者
に
よ
る
注
記
は
（　

）
内
に
記
し
た
。

（
前
稿
よ
り
続
く
）

安
永
三
年

　
　

元
日
口
号

立
春
の
も
ゝ
よ
ろ
こ
ひ
や
つ
ゝ
ま
ゝ
し
霞
の
衣
袂
ゆ
た
か
に

　
　

初
春
鴬
を
よ
み
侍
る

冬
か
け
て
春
を
告
こ
し
鴬
も
け
さ
は
た
更
に
初
音
と
そ
聞

　
　

稲
荷
社
月
次
法
楽

　
　

春正
月

山
朝　

但
宗
匠
家
御
出
題
従
二
月
親
業
組
之
伺
御
召
之
題
也

稲
荷
や
ま
こ
の
め
も
春
の
朝
ま
た
き
か
す
む
を
み
つ
の
峯
の
長
閑
さ

　
　

宗二
月
一
日匠

家
御
初
会
御
出
題

　
　

松
知
春

年
こ
と
に
春
ま
ち
え
た
る
色
そ
へ
て
い
や
さ
か
え
行
宿
の
松
か
枝

　
　

伏
見
御
香
宮
神
官
善
祐
曽
祖
母
九
十
賀
勧
進

　
　

心二
月

静
延
寿

吹
も
け
に
し
つ
け
か
り
け
り
幾
千
年
老
の
か
さ
し
の
梅
の
春
風

老丹
尺
ニ
書
付
け
し
哥

は
尚
こ
ゝ
ろ
し
つ
か
に
く
れ
竹
の
ふ
し
み
に
馴
て
千
世
か
そ
ふ
ら
し

　
　

右
二
首
共
有
被
点

稲午
年
正
月
廿
二
日
被
仰
渡

荷
社
祭
礼
神
輿
の
供
奉
応
仁
の
こ
ろ
よ
り
中
絶
し
侍
り
け
る
を
此

た
ひ
祀
官
等
願
の
ま
ゝ
に
勅
許
あ
り
て
神
祇
伯
王
よ
り
御
教
書
出
し

下
し
給
は
り
け
れ
は
神
の
広
前
に
告
申
て
祝
の
心
を
よ
み
て
奉
る
哥

絶
た
る
を
ふ
た
ゝ
ひ
お
こ
す
し
る
し
ふ
み
さ
そ
な
う
れ
し
と
神
も
見
る
ら
ん

か
つ
残
る
神
祭
の
跡
と
め
て
む
か
し
に
か
へ
す
み
ち
そ
か
し
こ
き

（
以
下
貼
紙
）

稲
荷
社
御
祭
礼
神
輿
渡
御
の
供
奉
中
絶
し
侍
を
、
敷
地
の
人
々
信
心

の
あ
ま
り
に
昔
の
こ
と
く
に
き
〳
〵
し
く
な
し
奉
ら
ま
ほ
し
と
願
ひ

た
ま
へ
る
心
さ
し
神
慮
御
感
応
ま
し
ま
し
て
願
の
ま
ゝ
に
勅
許
あ
り
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て
神
祇
伯
王
よ
り
そ
の
御
教
書
出
し
下
さ
れ
給
ひ
け
れ
は
神
の
広
前

に
告
け
申
て
祝
の
心
を
よ
み
て
奉
る
哥

絶
た
る
を
ふ
た
ゝ
ひ
お
こ
す
し
る
し
文
さ
そ
な
う
れ
し
と
神
も
見
る
ら
む

い
な
り
山
神
の
祭
の
跡
と
め
て
ふ
た
ゝ
ひ
お
こ
す
道
そ
か
し
こ
き

（
以
上
貼
紙
）

　
　

稲
荷
社
月
次
法
楽

　
　

梅二
月
分紅

白

し
ろ
た
へ
の
花
の
色
香
に
咲
つ
き
て
尚
め
つ
ら
し
き
梅
の
く
れ
な
ゐ

　
　

稲
荷
社
月
次
法
楽

　
　

庭三
月

菫
菜

幾
日
数
つ
む
と
も
尽
し
春
ふ
か
く
庭
に
咲
そ
ふ
花
の
す
み
れ
は

　
　

初二
月
十
一
日

午

き
さ
ら
き
や
世
は
と
し
ふ
れ
と
な
へ
て
け
ふ
い
な
り
の
神
を
い
は
ふ
初
午

　
　

藤二
月
廿
四
日

森
神
社
造
畢
遷
宮
之
日
奉
祝
哥

春御
点

ふ
か
く
い
と
な
み
立
て
藤
森
光
を
あ
ふ
く
み
つ
の
み
あ
ら
か

い
や
高
に
宮
つ
く
り
せ
り
藤
森
八
千
代
を
か
け
て
神
は
ゐ
ま
せ
と

　
　

稲
荷
社
月
次
法
楽

　
　

首四
月
分夏

風

今
朝
は
先
心
を
か
へ
て
な
つ
こ
ろ
も
は
な
に
い
と
は
ぬ
風
の
涼
し
さ

　
　

稲三
月
十
七
日

荷
社
神
幸
の
日
雨
い
た
ふ
ふ
り
出
け
れ
は
晴
を
い
の
り
て
読
侍
る
哥

い
な
り
山
ふ
り
出
し
雨
も
心
し
て
神
の
み
い
て
と
け
ふ
は
は
れ
な
ん

稲四
月
八
日荷

社
御
祭
日
こ
と
し
神
輿
渡
御
の
路
頭
祀
官
等
か
供
奉
御
再
興
あ

る
に
よ
せ
て
よ
み
侍
る
哥

老
は
猶
昔
の
道
に
た
ち
か
へ
る
あ
ふ
そ
う
れ
し
き
け
ふ
の
祭
に

稲
荷
や
ま
八
千
世
を
か
け
て
さ
か
ゆ
け
と
み
ゆ
き
に
仕
ふ
神
の
と
も
の
男

或
や
つ
か
れ
か
病
を
と
ふ
ら
ひ
き
て
折
節
芍
薬
の
花
さ
か
り
に
て
侍

り
け
れ
は
よ
め
る
哥
や
あ
ら
ん
と
と
ひ
け
れ
は
、
古
人
の
よ
め
る
哥

を
も
見
さ
れ
は
と
申
侍
れ
は
、
本
草
に
芍
薬
の
和
名
を
え
ひ
す
く
す

り
と
侍
れ
は
古
哥
も
有
ぬ
へ
し
と
お
も
ふ
よ
し
聞
え
け
れ
は
、
か
ゝ

る
こ
と
其
訳
も
諸
々
有
へ
け
れ
は
例
な
き
こ
と
は
よ
み
か
た
き
趣
を

申
答
侍
り
ぬ
。
さ
れ
と
花
を
見
て
不
図
よ
み
侍
る
哥
を
宗
匠
家
に
伺

ひ
侍
れ
は
入
道
殿
御
加
筆
に
三
首
と
も
聞
え
し
よ
し
。

ふ
か
み
草
見
し
お
も
か
け
を
夏
も
ま
た
あ
か
ぬ
色
香
に
花
そ
匂
へ
る

み
や
ひ
た
る
花
の
色
香
を
昔
た
れ
え
ひ
す
く
す
り
と
名
付
そ
め
け
ん

朝
に
て
め
て
こ
し
花
を
た
か
里
に
え
ひ
す
く
す
り
の
名
を
や
お
ひ
け
ん

　
　

郭
公
の
初
音
を
聞
て

朝
戸
出
て
お
も
ひ
も
あ
へ
す
時
鳥
の
き
は
と
ひ
こ
し
初
音
を
そ
聞

　
　

稲
荷
社
月
次
法
楽
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夕五
月
分早

苗

乙
女
子
か
我
後
れ
し
と
ゆ
ふ
か
け
て
み
と
し
ろ
小
田
に
早
苗
を
そ
と
る

　
　

瞿
麦
の
花
を
読
侍
る

朝
な
〳
〵
見
る
も
め
つ
ら
し
さ
ま
〳
〵
の
い
ろ
を
ま
し
へ
て
咲
る
撫
子

　
　

萱
草
の
花
の
咲
り
け
れ
は
或
人
哥
を
乞
侍
れ
は

め
て
ゝ
見
る
花
に
心
を
な
く
さ
め
て
老
の
む
か
し
を
こ
ひ
わ
す
れ
草

　
　

躑
躅
の
花
五
月
に
咲
る
こ
ゝ
ろ
よ
め
と
人
の
い
ひ
入
け
れ
は

岩
つ
ゝ
し
春
に
後
れ
て
咲
か
ら
に
は
な
は
さ
つ
き
の
名
を
や
お
ひ
け
ん

　
　

百
合
の
花
を
読
侍
る
哥
、
但
た
め
と
も
と
い
ふ
名
を
か
く
し
て

ま
れ
に
た
に
と人

も
問
こ
ぬ

は
て
淋
き
老
か
た
め
と
も
と
さ
ゆ
り
の
花
や
咲
け
ん

　
　

野
夏
草
を
読
侍
る

い
や
高
く
ふ
も
と
の
野
へ
も
茂
り
つあ

ひ
てゝ

竹
の
葉
山
に
つ
ゝ
く
夏
草

右
哥
者
冷
泉
入
道
前
大
納
言
澄
覚
為
村
卿
江
以
詠
草
相
伺
作
分
也
。

為
村
卿
者
安
永
三
年
七
月
廿
九
日
夜
卒
中
差
発
薨
去
年
六
十
三
歳
当

時
高
名
之
歌
人
惜
哉
。

　
　

入
道
前
大
納
言
の
き
み
身
ま
か
ら
せ
給
ふ
を
歎
ま
つ
り
て
よ
み
侍
る
哥

老
か
身
の
あ
す
は
し
ら
ね
と
け
ふ
は
ま
つ
さ
き
た
つ
君
そ
か
な
し
か
り
け
る

う
つ
ゝ
に
は
尚
こ
そ
し
た
へ
夢
の
世
の
夢
と
は
か
な
き
き
み
の
名
残
を

　
　

八
月
十
日
於
竈
家
社
友
稽
古
会
当
座
通
題
応
求

　
　

虫
声
滋

秋
野
の
千
種
の
露
に
所
え
て
は
る
に
お
と
ら
ぬ
虫
の
こ
ゑ
〳
〵

　
　

稲
荷
社
法
楽

　
　

舩六
月
分納

涼

待
出
る
月
の
か
つ
ら
の
ゆ
ふ
な
み
に
う
か
へ
る
舟
の
か
け
そ
涼
し
き

大
井
川
夏
や
あ
ら
し
の
山
か
け
に
舩
さ
し
よ
す
る
袖
の
涼
し
さ

　
　

同
法
楽

　
　

都七
月
分初

秋

野
辺
は
先
花
の
都
の
色
見
え
て
露
置
そ
む
る
秋
の
初
し
ほ

照
そ
ふ
る
ま
つ
初
秋
の
夕
月
に
む
か
ふ
都
の
初
の
山
端

寺十
一
月
五
日

町
通
五
条
橋
詰
町
額
田
正
三
郎
依
懇
望
令
染
筆
哥
、
此
哥

ハ
去

ル

三
月
十
七
日
当
社
御
祭
神
輿
供
奉
再
興
之
節　

勅
許
之
時
奉
詠
進
哥

二
首
既

ニ
記
レ
上
依

テ
畧
レ
之

ヲ
且

ツ
延
享
三
年
三
月
廿
一
日　

御
祭　

勅
裁

ノ
綸
旨
記
載
之
人
路
頭
之
行
装
之
料
橋
詰
町
寄
進

ニ
付
詠
進
之

哥
并
詞
書
染
筆

ス
未
レ
記
置
レ
之
仍

チ
是
に
留

ム
如
左

稲
荷
社
の
御
祭
は
も
と
よ
り
お
ほ
や
け
の
御
祭
に
侍
れ
は
、
こ
の
神

わ
さ
か
る
〳
〵
し
か
ら
さ
る
を
、
応
仁
の
世
の
み
た
れ
に
ふ
る
こ

と
ゝ
も
た
え
す
た
れ
て
、
大
御
神
の
神
威
ま
て
お
と
ろ
へ
け
れ
は
祀

官
等
を
は
し
め
敷
地
の
人
々
ま
て
年
こ
ろ
歎
き
侍
れ
と
、
わ
た
く
し
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の
力
に
は
ふ
た
ゝ
ひ
お
こ
す
へ
き
事
か
た
し
侍
れ
と
、
や
よ
い
の
御

祭
は
年
々
綸
旨
を
下
し
置
れ
て
正
官
の
禰
宜
神
祇
伯
家
に
ま
う
て
む

か
ひ
て
頂
戴
せ
り
。
か
ゝ
れ
は
敷
地
京
極
通
五
条
橋
詰
町
な
る
人
々

聞
伝
へ
て
、
世
に
あ
り
か
た
き
さ
ま
な
り
と
信
心
の
あ
ま
り
に
こ
は

御
祭
り
再
興
の
も
と
ひ
な
り
と
て
、
あ
つ
き
心
さ
し
を
お
こ
し
て
わ

れ
ら
か
冥
加
な
り
。
先
綸
旨
頂
戴
の
路
頭
の
行
装
を
お
こ
そ
か
に
取

つ
く
ろ
ひ
奉
ら
ま
ほ
し
と
て
、
祓
川
家
に
つ
き
よ
り
て
延
享
三
年
三

月
廿
一
日
に
件
の
行
装
の
路
用
の
た
め
に
と
、
そ
の
料
を
奉
納
し
給

へ
り
。
此
人
た
ち
の
浅
か
ら
ぬ
心
さ
し
を
感
し
、
此
あ
り
さ
ま
を
う

つ
の
御
前
に
告
申
詞
の
は
し
に
御
祭
再
興
を
祈
て
大
御
神
を
祝
奉
る

哥

稲
荷
や
ま
む
か
し
の
道
に
た
ち
か
へ
り
猶
も
さ
か
ゆ
け
三
の
神
か
き

　
　

十
一
月
十
一
日
大
坂
小
西
法
橋
有
邦
方
江
第
五
之
女
峯
令
嫁
日
祝
哥

難
波
小
西
か
許
に
娘
嫁
侍
る
と
き
寄
松
て
祝
の
心
を
よ
み
て
あ
た
ふ

る
哥

契
れ
尚
宿
に
千
年
の
か
け
し
め
て
さ
か
え
ん
色
を
み
つ
の
浜
松

大十
二
月
一
日

仏
本
町
二
町
目
人
々
心
を
あ
は
せ
て
石
の
灯
籠
を
つ
く
り
て
さ
ゝ

け
奉
る
心
さ
し
の
あ
つ
き
を
感
し
て
読
侍
る

稲
荷
山
尚
も
願
を
照
せ
と
て
ひ
か
り
を
そ
ふ
る
み
つ
の
と
も
し
火

　
　

稲
荷
社
法
楽

　
　

鹿八
月
分声

近

神
垣
に
妻
や
こ
ふ
ら
ん
引
し
め
の
な
か
き
夜
よ
し
と
鳴
鹿
の
声

野
を
近
み
聞
も
哀
そ
深
草
や
つ
ま
こ
も
れ
り
と
男
し
か
鳴
声

　
　

紅同
九
月
分葉

盛

稲
荷
や
ま
さ
か
り
と
見
え
て
紅
葉
の
さ
し
も
照
そ
ふ
あ
け
の
神
垣

秋
ふ
か
き
さ
か
り
と
や
見
む
大
山
辺
の
こ
す
ゑ
を
あ
ま
た
そ
め
し
も
み
ち
は

　
　

暁同
十
月
分時

雨

小
夜
し
ぐ
れ
に
る
と
し
も
な
く
澄
月
の
光
に
は
る
ゝ
有
明
の
そ
ら

吹
さ
そ
ふ
風
に
ね
さ
め
の
袖
寒
み
あ
か
つ
き
ふ
か
く
時
雨
ふ
り
き
て

　
　

夜同
十
一
月
分

網
代

寒
か
ら
ん
身
は
宇
治
川
の
あ
し
ろ
も
る
袖
はに

よ
〻

ふ
か
く
霜
を
か
さ
ね
て

霜
の
夜
も
哀
世
わ
た
る
う
ち
人
よ
こ
ほ
り
の
と
こ
に
網
代
を
そ
も
る

　
　

雪同
十
二
月
分

中
望

稲
荷
山
か
つ
ふ
り
つ
も
る
雪
に
け
さ
こ
す
ゑ
あ
ま
ね
く
ゆ
ふ
か
け
て
け
り

吹
さ
そ
ふ
嵐
も
今
朝
は
う
つ
も
れ
て
ゆ
き
に
し
つ
け
く
む
か
ふ
山
端

　
　

冷午
十
二
月泉

入
道
殿
薨
去
後
御
息
中
納
言
為
泰
卿
江
始
而
指
出
詠
草
之
留

　
　

寄
松
祝

あ
ふ
か
は
や
砌
の
松
の
と
し
こ
と
に
尚
も
栄
る
や
と
の
言
の
葉
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老御
点

も
尚
幾
と
し
か
へ
ん
砌
な
る
松
の
と
き
は
の
か
け
に
契
り
て

唐
衣
き
つ
ゝ
な
れ
見
ん
此
宿
の
松
の
とみ

さき
ほ

〻

の

〻

色
を
か
さ
ね
て

右
三
首
之
内
第
二
之
哥
給
御
点
尤
以
親
臣
差
出
処
御
対
面
有
之
御
言

尺
之
有
御
挨
拶
之
旨
申
伝

　
　

午
歳
暮

稲
荷
山
す
き
ゆ
く
年
を
し
る
へ
に
て
わ
か
老
楽
やは

尋
〻

き
ぬ
ら
ん

　
　

午
除
夜

別
れ
て
ふ
年
の
一
夜
を
惜
む
哉
あ
く
れ
は
更
に
立
か
へ
れ
と
も

安
永
四
年

　
　

未
歳
旦

稲
荷
山
春
立
け
ふ
の
し
る
し
に
は
か
す
み
て
み
つ
の
峯
の
長
閑
さ

　
　

稲
荷
社
法
楽 

法
楽
今
年
中
之
哥
為
泰
卿

一
期
終
後
伺
御
点
写
留

　
　

霞正
月
分添

春
色

う乀

つ
し
絵
も
え
や
は
及

〻

は

〻

ん

〻

春も
の
かか

す
み
色
と
り
そ
ふへ

しる
山

〻

の

〻

す
か
た
は

色
そ
ふ
る
み
や
こ
の

〻

に

〻

し

〻

は

〻

時

〻

し

〻

る

〻

や

〻

こ高

根

の

雪

も

は

る

に

の
め
も
春
と
雪
も
か
す
み
て

正
月
二
日
夕
祀
官
等
会
二
集

シ
テ

於
社
務
家

ニ一
而
祝
二シ

テ
新
年

ヲ一
設

ク二
酒
宴

ヲ一
有

リ二
儀
式
一
詠

ル二
其
意

ヲ一
而ノ

ミ已

古コ

乃ノ

由ユ

布フ

辺ヘ

曽ソ

泥デ

乎ヲ

都ツ

良ラ

年ネ

天テ

美ミ

也ヤ

比ヒ

等ト

乃ノ

須ス

妓ギ

婆バ

登ト

理リ

々〳〵
々
以イ

波ハ

不フ

波ハ

都ツ

波ハ

留ル

　
　

正
月
五
日
三
峯
御
影
ま
う
て
を
催
し
侍
り
て

幾
千
世
も
春
く
り
か
へ
し
引
し
め
の
み
か
け
を
あ
ふ
け
神
の
宮
人

三
輪
則
寿
閑
居
に
春
を
迎
と
い
ふ
心
を
松
に
よ
せ
て
よ
め
る
哥
を
見

て
老
人
を
賀
し
て

老
か
住
し
つ
け
き
宿
に
松
も
又
と
も
に
そ
契

〻

るら
ん

千
〻

世
の
初
春　
　

相
楽
郡
賀
茂
里
松
吉
某
か
家
に
第
五四

之

娘
〻

嫁
し
侍
る
と
き
寄
松
て
祝
の

心
を
よ
み
て
娘
に
あ
た
ふ

宿
か
ら
そ
松
を
例
に
相
生
の
ち
き
り
つ
き
せ
ぬ
万
代
の
春

　
　

久
我
上
の
里
安
田
家
源
元
寅
ぬ
し

一
条
の
御
殿
に
日
々
仕
ふ
ま
つ
り
侍
る
に
は
あ
ら
て
、
わ
か
ゝ
り
け

る
時
よ
り
こ
と
し
八
十
あ
ま
り
み
と
せ
ふ
る
ま
て
折
ふ
し
の
つ
と

め
、
と
し
久
し
く
仕
ふ
ま
つ
り
給
へ
は
お
の
つ
か
ら
聞
し
め
し
あ
け

て
、
こ
の
春
そ
の
よ
は
ひ
を
こ
と
ふ
き
給
ひ
御
ま
し
ち
か
く
仕
ふ
ま

つ
れ
る
人
々
に
な
そ
ら
へ
て
、
更
に
身
の
し
な
を
あ
ら
た
め
さ
せ
給

ふ
。
か
た
し
け
な
き
か
し
こ
ま
り
の
悦
を
松
に
よ
せ
て
祝
の
こ
ゝ
ろ

を
よ
み
て
贈
り
侍
る
。

あ
ひ
に
あ
ふ
君
の
め
く
み
に
老
松
は
お
い
せ
ぬ
千
世
の
み
と
り
を
そ
ゝ
ふ

親
元
宿
祢
常
に
住
給
へ
る
久
我
上
の
里
の
家
居
、
折
々
洪
水
の
な
や
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み
あ
り
け
る
を
と
し
こ
ろ
う
れ
ひ
侍
り
て
こ
と
し
春
の
末
つ
か
た
よ

り
夏
に
い
た
り
家
と
こ
ろ
を
四
五
尺
は
か
り
高
く
築
上
家
を
も
あ
ら

た
に
造
り
か
へ
ら
る
。
そ
の
い
と
な
み
日
あ
ら
す
な
り
侍
る
悦
ひ
を

庭
な
る
池
に
よ
せ
て
祝
の
心
を
よ
み
て
贈
り
侍
る
。

な
み
な
ら
ぬ
家
つ
く
り
せ
り
池
水
に
万
代
す
め
る
か
け
を
う
か
へ
て

　
　

右
之
哥
は
安
永
三
年
の
夏
の
内
へ
入
へ
し

安
永
四
年
二
月
八
日
難
波
な
る
小
西
の
む
こ
か
ね
に
始
て
ま
み
え
侍

る
時
、
梅
花
に
よ
せ
て
よ
み
侍
る

時
し
る
く
な
に
は
に
咲
や
こ
の
花
に
は
る
幾
千
世
も
契
り
て
そ
見
ん

二
月
中
□
こ
ろ
さ
え
か
へ
り
て
雪
の
ふ
り
積
た
る
梅
か
枝
に
鴬
の
き

鳴
を
聞
て

雪
つふ

れ

は
も
り
そ

〻

〻

〻

れ
と
も
見わ

かえ
ぬ

〻

〻

梅
かの

花
枝
に
香

〻

〻

〻

を
し
る
へ
に
と
き
な
く
鴬 　

        

ふ
り
つ
も
り
花
も
わ
か
し
と
梅
か
え
に
雪
を
わ
ひ
つ
ゝ
う
く
ひ
す
の
な
く

三
輪
則
寿
の
野
辺
に
ま
か
り
て
梅
花
を
よ
め
る
哥
を〻
見〻
て〻
、
春
風
に

吹
さ
そ
は
る
ゝ
匂
を
は
袖
に
と
ゝ
め
よ
野
辺
の
春
か
せ
と
よ
め
る
哥

を
見
て　

  

見め
て
ゝ
こ
し

し
人
の
詞

〻

〻

〻

〻

の
花
の
梅
か
ゝ
を
さこ

ゝ
にそ

ふ
も
あ
か
ぬ
野〻

 
〻
 
〻

へ
の
春
風

 （
以
下
貼
紙
）

行
て
見
し
人
の
詞
の
梅
か
香
を
こ
ゝ
に
う
つ
し
て
匂
ふ
春
風

（
以
上
貼
紙
）

親
教
宿
祢
常
に
久
我
下
里
に
住
給
へ
る
家
と
こ
ろ
桂
川
の
な
か
れ

洪お
ほ

水み
つ

の
い
て
く
る
折
々
、
淀
川
の
水
さ
か
の
ほ
り
て
あ
ふ
れ
入
ぬ

る
な
や
み
を
さ
け
ん
と
家い

へ
と
こ
ろ地

を
高
く
つ
き
上
、
家
を
も
い
や
広
く

い
や
高
に
造
り
あ
ら
た
め
給
ふ
。
そ
の
い
と
な
み
日
あ
ら
す
こ
と

も
な
く
も（

マ
マ
）

な
く
す
み
や
か
に
な
り
侍
る
悦
を
申
述
ん
と
祝
の
こ
と

は
を
書
付
て
贈
り
侍
る
哥
一
首

動
き
な
く
万
代
や
へ
ん
里
し
め
て
い
は
ふ
岩
根
に
つ
く
る
家
居
は

此
哥
は
先
年
明
和
中
に
普
請
成
就
の
節
読
侍
り
遣
は
し
け
る
を
近
頃

又
々
依
懇
望
更
認
て
送
り
侍
る
。
よ
て
こ
ゝ
に
留
置
也
。

　
　

稲
荷
社
法
楽

　
　

柳二
月
分原

随
風

春乀
御
点風

の
吹
も
音
せ
ぬ
青
柳
はの

な
〻

ひ
く
姿
もは

い
〻

と
ゝ
し
つ
け
し

露
な
か
ら
ふ
き
も
み
た
さ
て
青
柳
の
い
と
も
長
閑
に
な
ひ
く
春
風

　
　

稲
荷
社
法
楽

　
　

山三
月
分花

如
錦

け
ふ
も
又
花
の
錦
の
木
の
本
を
た
ゝ
ま
く
惜
き
山
路
く
ら
し
つ

山乀
御
点姫

の
春
の
手
向
の
錦
か
と
か五

み
も
め
つ
ら
ん
花四

の
盛〻
よに

山
姫
の
織
や
錦
と
み
ねゆ

る

ま

て

に
を
に
い
ろ
を
か
さ
ね
て
花
そ
咲
け
る
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（
以
下
貼
紙
）

立
な
ら
ふ
松
も
桜
の
咲
う
つ
む
や
ま
は
錦
に
つ
ゝ
む
と
や
見
ん

（
以
上
貼
紙
）

唐
鞍

稲三
月
廿
三
日

荷
社
の
敷
地
五
条
わ
た
り
醍
醐
町
万
寿
寺
町
此
両
町
の
ひ
と
〳
〵

ま
こ
ゝ
ろ
の
あ
ま
り
に
大
御
神
の
祭
の
お
ほ
ん
た
め
に
神
馬
御
鞍
を

も
作
そ
な
へ
奉
ら
ま
ほ
し
、
よ
き
み
く
ら
の
か
た
も
あ
ら
な
ん
、
と

あ
な
た
こ
な
た
に
あ
ゆ
み
を
は
こ
ひ
探
り
求
て
、
し
か
る
へ
き
唐
鞍

の
ふ
る
き
か
た
を
と
り
出
て
い
み
し
き
鞍
作
り
を
え
ら
み
、
か
ら
く

ら
ふ
た
そ
な
へ
作
り
か
さ
り
て
御
社
に
納
め
奉
り
侍
る
。
そ
の
み
や

ひ
や
か
な
る
さ
ま
は
世
に
め
つ
ら
し
く
、
玉
を
つ
ら
ね
こ
か
ね
し
ろ

か
ね
を
ち
り
は
め
、
綾
錦
を
も
て
う
る
は
し
く
錺
れ
る
み
く
ら
な
り
。

し
か
あ
れ
は
此
人
々
の
あ
つ
き
こ
ゝ
ろ
さ
し
を
ほ
め
て
、
大
御
神
の

う
つ
の
御
前
に
告
申
す
詞
の
は
し
に
読
て
奉
る
祝
歌

幾
久
に
い
は
ひ
そ
な
ふ
る
神
の
こ
ま
た
ま
も
ゆ
ら
ゝ
に
み
く
ら
か
さ
り
て

右
町
内
へ
書
付
遣
也
依
懇
望

稲去
年
分
 
錦
蓋
菅
蓋
并
翳

荷
社
の
御
祭
は
元
よ
り
お
ほ
や
け
の
御
祭
に
て
、
応
仁
の
世
の
乱

れ
よ
り
ま
つ
り
の
い
や
な
と
も
た
え
、
自
か
ら
大
御
神
の
み
い
き
ほ

ひ
も
お
と
ろ
へ
給
ふ
を
敷
地
の
人
々
年
こ
ろ
歎
き
侍
れ
と
、
せ
ん
す

へ
し
□
□
い
は
ん
す
へ
し
ら
す
。
只
に
と
し
月
を
へ
ぬ
。
世
か
は
り

時
う
つ
り
て
絶
た
る
を
補
ひ
す
た
れ
た
る
を
お
こ
し
給
ふ
御
世
に
あ

ひ
て
、
此
た
ひ
願
の
ま
ゝ
に
ゆ
る
し
給
ふ
を
ひ
と
〳
〵
か
し
こ
ま
り

の
悦
の
あ
ま
り
に
此
神
幸
の
お
ほ
ん
た
め
に
天
の
み
か
け
日
の
み
か

け
と
神
の
み
馬
を
お
ほ
ひ
奉
る
錦
蓋
菅
蓋
御
翳
な
と
更
に
ま
う
け

と
ゝ
の
へ
そ
な
へ
奉
れ
り
。
此
人
々
の
あ
つ
き
心
さ
し
を
ほ
め
て
、

大
御
神
の
広
前
に
告
申
す
詞
の
す
ゑ
に
読
て
奉
る
哥

春
幾
世
う
け
引
給
へ
け
ふ
そ
な
ふ
み
ゆ
き
の
御
笠
つ
な
の
ま
に
〳
〵

稲
荷
社
敷
地
の
人
々
大
御
神
の
御
祭
の
い
や
わ
た
ら
せ
給
ふ
道
の
み

よ
そ
ほ
ひ
な
と
む
か
し
は
お
こ
そ
か
に
に
き
〳
〵
敷
あ
り
け
る
よ

し
、
今
は
年
久
し
く
絶
て
侍
る
と
て
年
こ
ろ
歎
き
侍
る
に
、
此
た
ひ

願
の
ま
ゝ
に
ふ
た
ゝ
ひ
お
こ
し
給
は
り
て
、
に
き
敷
む
か
し
に
立
か

へ
り
ぬ
と
て
人
々
よ
ろ
こ
ひ
て
、
ま
こ
ゝ
ろ
の
あ
ま
り
に
神
幸
の
そ

な
へ
の
お
ほ
ん
た
め
に
と
御
鉾
御
楯
御
弓
箭
御
太
刀
此
等
の
神
宝
を

更
に
ま
う
け
そ
な
へ
奉
れ
り
。
此
人
々
の
ね
も
こ
ろ
な
る
あ
り
さ
ま

を
大
御
神
の
ひ
ろ
前
に
告
申
す
詞
の
す
ゑ
に
よ
み
て
奉
る
祝
哥

万
代
と
な
か
く
さ
ゝ
く
る
か
ん
た
か
ら
た
え
ぬ
神
幸
の
道
の
そ
な
へ
に

安
永
四
年
四
月
伯
家
江
神
主
代
正
祝
被
召
出
、
自
今
以
後
神
輿
渡
之

節
行
列
之
前
江
勅
裁
之
綸
旨
辛
櫃
可
持
旨
殿
下
御
命
之
由
被
仰
渡
為

御
請
権
禰
宜
伺
候
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稲
荷
社
御
祭
勅
裁
の
綸
旨
を
こ
と
し
よ
り
年
こ
と
に
神
輿
の
わ
た
ら

せ
給
ふ
道
の
つ
ら
そ
の
御
さ
き
に
持
せ
て
わ
た
し
奉
る
へ
き
よ
し
、

神
祇
伯
に
よ
り
み
こ
の
り
を
告
て
伝
へ
給
は
る
を
か
し
こ
み
う
け
給

は
り
て
、
神
の
広
前
に
告
申
て
よ
み
侍
る
。

祭
て
ふ
け
ふ
の
み
こ
と
の
ふ
み
し
る
く
み
ゆ
き
か
し
こ
み
世
に
あ
ふ
く
ら
し

四
月
廿
四
日
古
竈
御
殿
預
信
名
宿
禰
依
二
十
五
回
信
郷
宿
禰
追
慕
勧

進
組
題
の
内

夏
日

植
残
す
世
の
め
く
み
と
て
あ
つ
き
日
も
こ
か
け
涼
し
く
猶
し
た
ふ
ら
し

信
名
宿
禰
二
十
五
回
詠
懐
旧
之
意
供
進
之
歌
二
首

吾
こ
ふ
る
む
か
し
を
な
れ
も
し
の
ひ
音
に
鳴
や
卯
月
の
山
ほ
と
ゝ
き
す

め
く
り
き
て
尚
社
し
の
へ
夏
衣
袖
の
な
み
た
も
ふ
り
残
る
身
は

稲
荷
社
法
楽

雨四
月
分中

早
苗

よ
き
雨
と
待
え
て
田
子
は
ぬ
れ
て
し
も
い
と
は
す
植
しる

露
〻

の
若
な
へ

雨乀
御
点ま

ち
し
山
田
の
田
子
は
ぬ
れ
つ
ゝ
も
あ
る
を
た
の
み
に
さ
な
へ
を
そ
と
る

信
邦
の
も
と
よ
り
芍
薬
の
は
な
を
送
り
恵
ま
る
ゝ
を
謝
し
て

浅
か
ら
ぬ
ひ
と
の
め
く
み
の
ふ
か
み
草
春
見
し
花
に
ま
さ
る
色
香
は

為
房
の
も
と
よ
り
杜
若
の
は
な
を
送
り
給
る
に
謝
し
て

夏
か
け
て
見
る
そ
涼
し
き
か
き
つ
は
た
紫
ふ
か
き
は
な
の
め
く
み
に

稲
荷
社
月（

マ
マ
）法

楽

鵜五
月
分川

篝
火

鵜
飼
舩
山
か
け
さ
ら
ぬ
か
ゝ
り
火
は
ま
た
夕
月
の
か
け
い
と

〻
ふ

〻
らか

もん

さ乀
御
点す

程
も
な
み
路
あ
け
行
う
か
ひ
舟
残
る
もや

惜
〻

し
き
篝
火
の
か
け

松
尾
日
向
相
春
一
周
忌
追
孝
相
長
勧
進
六
月
十
二
日

更
衣

か
へ
て
し
も
尚
露
け
し
な
夏
衣
は
る
の
し
た
み
の
花
そ
の
の
袖

前
中
神
主
正
四
位
下
和
泉
守
秦
高
任
宿
禰
六
月
十
四
日
卒
去

実
ハ
六
月
八

日
ニ
卒
去
也

前
中
神
主
高
任
宿
禰
は
わ
か
ゝ
り
け
る
時
よ
り
友
か
き
の
へ
た
て
な

く
相
し
た
し
み
て
む
つ
ま
し
。
御
社
に
お
い
て
は
か
ん
つ
か
さ
の
ふ

た
年
の
つ
か
さ
に
も
す
ゝ
み
給
ふ
次ツ

イ
テ第

に
侍
り
て
我
身
に
さ
き
た
ち

て
は
や
く
神
さ
り
給
へ
は
、そ
の
名
残
い
ひ
の
へ
ん
言
の
葉
も
な
く
、

惜
み
か
な
し
み
て
彼
家
に
喪
を
と
ふ
ら
は
ん
た
め
に
よ
み
侍
る
。

定
め
な
き
道
と
は
い
へ
と
さ
き
た
ゝ
ぬ
く
ゐ
の
身
に
こ
そ
か
な
し
か
り
け
れ

前
考
正
三
位
豊
弥
高
尊
霊
二
十
五
回
追
孝
供
進
歌
三
首

夏
月

め
く
り
き
て
夜
よ
し
と
し
た
ふ
六
月
の
あ
か
つ
き
ふ
か
き
影
その

露
〻

け
き〻さ
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夏
草

植
の
こ
す
そ
の
世
の
ま
ゝ
に
し
け
ら
せ
て
け
ふ
そ
手
向
る
花
の
な
つ
草

夏
雨

五
十
ふと

せ
のる

な

〻

〻

か
は
ふ
り
き
て
夏
衣
し
た
ふ
た
も
と
そ
雨
に
し
ほ
る
ゝ

相六
月
廿
八
日

楽
郡
賀
茂
里
な
る
む
こ
か
ね
松
吉
の
な
に
か
し
わ
か
稲
荷
山
に
ま

う
て
き
け
れ
は
始
て
ま
見
え
侍
る
こ
ゝ
ろ
の
悦
を
い
ひ
の
へ
ん
と
つ

た
な
き
言
の
葉
を
よ
み
て
書
付
侍
る
哥
一
首

涼
し
さ
は
千
世
も
へ
ぬ
へ
し
夏
衣
こ
ゝ
ろ
に
ま
つ
の
風
か
ほ
り
き
て

ふ
み
月
一
日
に
但
馬
守
為
房
草
花
種
々
提
て
恵
み
給
る
に
謝
て

あ
さ
か
ら
ぬ
恵
み
の
露
も
色
そ
へ
て
ま
つ
め
つ
ら
し
き
秋
の
初
は
な

稲
荷
社
法
楽

樹六
月

陰
夏
月

か乀
御
点け

し
め
て
ま
つ
も
か
ひ
あ
る
夏
山
の
こ
の
間
さ
は
ら
ぬ
月
の
涼
し
さ

夏
ふ
か
き
若
葉
を
わ
け
て
も
る
月
に
木
の
下
露
も
光
を
そ
ゝ
ふ

下六
月

野
守
藤
原
信
允チ

カ

は
や
つ
か
れ
と
い
と
こ
と
ち
に
て
、
い
と
け
な
き

時
よ
り
は
ら
か
ら
の
兄
弟
の
こ
と
く
む
つ
ま
し
く
ま
し
ら
ひ
て
世
に

ま
れ
の
よ
は
ひ
ま
て
こ
と
な
く
も
な
く
た
か
ひ
に
こ
と
ふ
き
侍
り

ぬ
。
時
に
信
允
六
月
十
九
日
卒
去
け
る
を
聞
て
惜
む
に
も
歎
に
も
た

え
か
た
く
読
侍
る
哥

お
く
る
ゝ
も
つ
ゐ
に
ゆ
く
て
ふ
道
な
か
ら
さ
き
立
人
そ
哀
か
な
し
き

稲
荷
社
月
次
法
楽

朝七
月
分見

草
花

朝乀
御
点な

〳
〵
見
そ
な
は
す
ら
ん
神
垣
に
花
の
色
そ
ふ
露
の
玉
萩

朝
日
さ
す
草
の
笆
に
色
見
え
て
露
も
匂
へ
る
秋
の
初
花

安
永
四
年
七
月
廿
九
日

冷
泉
入
道
澄
覚
古
前
大
納
言
の
卿キ

ミ

一
め
く
り
に
め（

マ
マ
）り

給
ふ
供
進
の
お

ほ
ん
た
め
に
哥
五
首
の
題
を
探
り
求
め
出
て
神
わ
さ
のに

さ
〻

は
り
な
き

ひ
ま
志シ

多タ

婦フ

宇ウ

堂タ

と
い
ふ
五
言
の
仮
字
を
冠
に
置
わ
か
ち
て
よ
み
侍

る
哥
五
首
并
草
花
を
手
折
そ
へ
て
大
御
霊
の
御
前
に
そ
な
へ
奉
る
。

草
花 

此
哥
は
入
道
殿
花
五
十
首
の
御
詠
巻
頭
哥
に
、
立
春
の
日
数
か
そ
へ
て
い

つ
よ
り
も
お
そ
し
と
い
そ
く
庭
の
初
花
と
よ
ま
せ
給
ふ
哥
の
心
に
よ
め
り
。

し
た
ふ
そ
よ
春
い
つ
よ
り
も
を
そ
し
と
て
い
そ
き
し
庭
の
花
に
そ
の
世
を

夏
夕

た
ゝ
な
ら
ぬ
お
も
ひ
を
そ
へ
て
時
鳥
な
く
や
五
月
の
夕
や
み
の
声

秋
月

ふ
し
て
歎
き
起
出
て
む
か
ふ
秋
の
よ
の
月
に
そ
し
の
ふ
こ
そ
の
お
も
か
け

冬
暁

う
か
り
け
る
夢
に
も
ひ
た
す
袖
さ
え
て
な
み
た
そ
こ
ほ
る
冬
の
あ
か
つ
き

述
懐
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手
向
ん
と
折
袖
ぬ
ら
す
露
は
か
り
花
も
い
ろ
な
き
秋
の
こ
と
く
さ

未
八
月

従
是
以
下
冷
泉
中
納
言
為
泰
卿
御
点
之
哥
留
之
最
如
御
点
加
点
写
御

添
削
者
傍
注
下
倣
之

稲
荷
社
月
次
法
楽

嶺八
月
分
御
出
題

月
照
松

霧乀

は
れ
て
嶺
の
松
原
吹
風
の
音
も
さ
や
か
に
す
め
る
月
か
け

照
そ
ふ
る
月
の
や
と
り
に
草
つ
ゆ
の
ひ
か
り
を
ち
ら
す
峯
の
ま
つ
か
せ

於
松
本
但
馬
守
亭
社
友
会
兼
題

草八
月
十
五
日

花
露　

応
乞

照乀

そ
ふ
る
月
の
光
に
秋
の
野
は
露
も
に
ほ
へ
る
花
の
百
く
さ

照
月
の
夕
か
け
ふ
か
く
置
そ
へ
て
あ
き
の
花
野
に
匂
ふ
し
ら
露

三同

日
月　

応
乞

あ乀

ふ
〻
 
〻
 

か〻
はさ

や
〻

秋か
に
もの

光
とを

三
〻

日
月
の
ま
つ
照
そ
む
る
西
の
山
端

ま
た
暮
ぬ
空
と
や
は
見
ん
み
か
月
の
ゆ
ふ
か
け
照
す
西
の
山
端

あ
ふ
か
は
や
西
こ
そ
秋
と
み
か
月
の
□
照
そ
ふ
る
山
の
端
の
影

八同

月
十
五
夜
月　

即
興

雲乀

霧
も
は
れ
て
名
高
き
秋
こ
よ
ひ
月
の
光
そ
四
方
に
み
ち
ぬ
る

天
津
か
せ
雲
吹
は
れ
て
秋
の
月
千
夜
に
一
夜
の
影
そ
照
そ
ふ

瀧同

紅
葉 

松
本
家
会
当
座
組
題
之
内
到
来
応
求

た
き
つ
波
な
か
れ
も
染
し
色
見
え
て
河
辺
残
ら
す此

句
古
は
よ
み
た
れ
と
今
は
よ
ま
ぬ
事
と
也
 

も
み
ち
し
に
け
り

か乀

け
う
つ
す
瀧
の
し
ら
糸
い
ろ
は
へ
て
浪
も
あ
や
な
す
岸
の
も
み
ち
は

稲
荷
社
月
次
法
楽

露九
月
分光

宿
菊

夕乀

月
よ
ふ
り
せ
ぬ
花
の
色
は
へ
て
光
を
そ
ふ
る
菊
の
し
ら
露

暮
ふ
か
く
置
は
な
に
そ
と
ゆ
ふ
つ
ゝ
の
ひ
か
り
を
そ
へ
し
き
く
の
し
ら
露

於
大
西
相
模
守
亭
稽
古
会

聞九
月
七
日鹿

声

野乀

を
ち
か
み
聞
に
哀
も
ふ
か
草
や
妻
こ
も
れ
り
と
男
鹿
鳴
こ
ゑ

山
か
つ
ら
く
る
れ
は
聞
に
た
え
せ
し
な
哀
妻
こ
ふ
小
男
鹿
の
こ
ゑ

岸同

款
冬　

当
社
探
題

芳乀

野
川
暮
行
春
を
せ
き
と
め
て
岸
根
に
咲
る
山
吹
の
花

行
水
に
色
を
う
か
へ
て
よ
せ
か
へ
る
な
み
さ
へ
匂
ふ
岸
の
山
ふ
き

紫
の
名
さ
へ
ゆ
か
し
と
い
は
ぬ
色
に
さ
け
る
藤
江
の
岸
の
山
吹

九
月
八
日
伏
見
役
屋
敷
与
力
三
輪
金
左
衛
門
則
黨
三
回
忌
追
慕
親
属

勧
進
予
断
志
之
通
題
和
哥
十
首
之
内

秋
懐
旧

ふ
り
残
る
身
は
鈴
虫
に
声
そ
へ
て
三
と
せ
の
秋
の
よ
ゝ
し
と
そ
な
く
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め乀

く
り
き
て
尚
こ
そ
し
の
へ
は
か
な
く
も
過
し
三
と
せ
の
秋
の
む
か
し
を

は
か
な
く
そ
見
し
世
の
秋
を
し
た
ふ
か
な
袖
の
な
み
た
も
三
と
せ
か
さ
ね
て

九
月
十
三
夜
月 

即
興

千
五
百
秋
こよ

も

に
よ
ひ
あ

〻

ふ

〻

か

〻

ん
と
よ
あ
ま
り
み
よ
の
光
の
長
月
の
か
け

秋乀

津
洲
の
秋
幾
め
く
り
あ
ふ
き
見
ん
こ
よ
ひ
照
そ
ふ
長
月
の
か
け

九
月
十
八
日
に
ち
か
実
松
茸
内
見
と
て
山
に
ま
う
て
け
る
に
、
水
晶

山
と
い
ふ
ほ
と
り
に
て
稲
の
生
た
る
を
え
て
取
り
か
へ
り
み
せ
侍
り

ぬ
。
誠
に
い
な
り
山
と
称
し
は
へ
れ
と
、
い
ま
た
稲
の
生
た
る
と
い

ふ
こ
と
を
聞
さ
れ
は
、
め
つ
ら
し
き
こ
と
に
て
よ
き
み
つ
に
侍
り
な

ん
。
ま
つ
大
御
神
に
そ
な
へ
奉
れ
と
申
て
い
は
ひ
の
心
を
よ
み
侍
る

哥

と
り
い
は
ふ
秋
の
初
穂
の
い
な
り
山
尚
も
さ
か
ゆ
け
神
の
ま
に
〳
〵

秋乀

幾
世
尚
も
さ
か
ゆ
け
い
な
り
山
八
百
稲
千
束
つ
み
そ
な
ふ
ま
て

（
以
下
貼
紙
）

安
永
四
年
九
月
十
八
日
依
松
茸
之
公
事
親
実
與
社
友
登
当
山
而
到
字

謂
水
晶
山
於
其
辺
有
稲
生
為
珍
奇
執
二
三
穂
帰
予
見
之
不
播
種
而
山

中
生
稲
者
珍
物
也
称
当
山
謂
稲
荷
山
者
秦
伊
侶
具
公
用
餅
為
的
化
為

白
鳥
飛
翔
居
山
峰
稲
生
遂
為
杜
名
見
古
記
其
後
未
曽
聞
謂
稲
生
也
蓋

神
霊
之
令
然
祥
瑞
也
宜
備
進
其
穂
而
祝
祭
者
也
因
以
作
祝
歌
云
爾

秋
幾
世
猶
毛
栄
行
伊
奈
利
山
八
百
稲
千
束
積
備
婦
左
右
手 

（
以
上
貼
紙
）

稲
荷
社
月
次
法
楽

行十
月
分路

時
雨

ふ
り
出
て
岡
の
中
道
あ
し
と
く
そ
し
ら
ぬ
や
か
た
も
し
く
れ
に
そ
と
ふ

立乀

よ追
か
せ
にら

ん
野

〻

辺

〻

の

〻

通

〻

路
し
く
れ
き
て
し
は
し
晴
間
を
松
の
し
た
か
け

社十
月
廿
二
日

友
稽
古
会
兼
題
於
毛
利
豊
後
守
亭
会

山十
月

時
雨

夕乀

日
か
け
さ
し
も
晴
行
峯
の
雲
い
ま
そ
し
く
る
ゝ
西
の
山
端

稲
荷
山
秋
も
す
き
て
し
下
紅
葉
猶
そ
め
ん
と
や
間
な
く
し
く
る
ゝ

名同

所
松 

探
題
当
座

神
こ
そ
は
し
ろ
し
め
す
ら
め
と
し
波
や
幾
世
津
守
の
浦
の
松
原

甲
斐
あ
れ
と
尚
社
祈
老
の
浪
か
け
て
久
し
き
わ
か
の
松
原

稲
荷
社
月
次
法
楽

霜十
一
月
分夜

月
冴

神乀

垣
に
ふ
け
行
月
の
影
さ
え
て
榊
葉
し
ろ
く
霜
そ
置
そ
ふ

更
行
は
雪
と
見
る
ま
て
置
霜
に
ひ
か
り
を
そ
へ
て
月
そ
さ
え
ぬ
る

小
忌
衣
斎
場
の
月
の
影
ふ
け
て
霜
を
か
さ
ぬ
る
袖
の
寒
け
さ

社
友
稽
古
会
月
次
兼
題
於
松
尾
安
芸
亭
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夕十
一
月
分千

鳥

浦乀

千
鳥
い
つ
こ
も
同
し
夕
浪
に
ま
た
立
か
へ
り
昏
ふ
か
く
鳴

鳴
か
は
す
友
も
な
き
さ
や
夕
し
ほ
の
さ
し
も
千
鳥
の
声
そ
と
も
し
き

数
あ
ま
た
あ
さ
る
千
鳥
の
大
井
河
夕
な
み
よ
す
る
瀬
々
の
汀
に

伏
見
な
る
三
輪
の
老
翁
の
も
と
よ
り
芍
薬
の
根
こ
し
紅
白
二
株
送
り

給
は
り
け
れ
は
移
し
植
侍
り
て
こ
れ
を
謝
る
文
の
奥
に
よ
み
て
つ
か

は
し
侍
る
哥

あ
す
し
ら
ぬ
身
を
も
わ
す
れ
て
花
見
ん
と
き
み
か
恵
み
に
春
を
こ
そ
ま
て

安
永
四
年
十
一
月
恭

ク
有

テ二　

大
命
一
而
択
二
諸
官
七
旬
以
上

ノ
之
耆
老

ヲ一
令
レメ

テ
書
寿
字

ヲ一
矣
僕

ヤ
ツ
カ
レ
モ亦

辱
ク

遇
二
此
時

ニ一
謹

テ
而
染

ム二
禿
毫

ヲ一
因

テ
為
奉

レ
告　

太
御
神

ニ一
作

テ二
祝
歌
二
首

ヲ一
敬

テ
白

ス

世
耳
稀
乃
齢
乎
撰エ

ラ

備ヒ

御ミ
コ
ト
ブ
キ
ミ

寿
美
古コ

等ト

畏カ
シ
コ久ク

染
之
一
筆

年乀
ト
シ

高タ
カ

久ク

御
世
栄サ

カ

行ユ
ケ

登ト

以
奈
利
山
布
天
執
祝
婦
杉
乎
例
尓

右
者
安
永
四
年
中
冬
初
五
広
橋
従
一
位
藤
原
卿

兼
胤

卿

召
親
臣
仰
云
汝

父
使
親
盛
書
寿
字
而
可
献
之
由
賜
料
紙

小
色
紙

十

枚
即
日
帰
亭
伝
之
云
云
畏

奉
染
腐
毫
以
同
月
十
日
附
親
臣
奉
卿
之
許
季
冬
十
三
日
彼
卿
召
親
臣

為
御
祝
物
賜
方
金

諸
官
之
筆
者

一
統
預
此
賞
祝
万
歳
奉
頂
戴
者
也

稲
荷
社
月
次
法
楽

雪十
二
月
分朝

眺
望

此乀

朝
け
遠
の
高
根
も
ふ
り
積
る
雪
に
間
近
く
む
か
ふ
さ
や
け
さ

今
朝
む
か
ふ
雪
の
山
々
大
ひ
え
の
高
ね
は
け
に
も
ふ
し
の
面
か
け

月
次
稽
古
会
兼
題 

未
閏
十
二
月
十
四
日
於
竈
家
会

連十
二
月
分日

雪

日乀

を
ふ
れ
は
庭
も
笆
も
へ
た
て
な
く
や
ま
と
見
る
ま
て
積
る
し
ら
雪

人
と
は後

十
二
月ぬ
思
ひ
を
そ
へ
て
日
か
す
ふ
る
雪
に
恨
そ
尚
も
つ
も
れ
る

　
　

雪稲
荷
社
法
楽

中
早
梅

い乀

と
は
や
も
咲

花

に
け
るり

か
〻

も
〻

し
〻

ら
雪
の
ふ
る
と
し
か
け
て
匂
ふ
梅
か
香

匂
は
す
は
そ
れ
と
も
し
ら
し
白
雪
の
梢
に
ま
た
き
花
の
梅
か
ゝ

冬
こ
も
り
お
も
ひ
も
あ
へ
すし

ふ
〻

る
雪
の
ふ
る
枝
に
は
や
も
匂
ふ
梅
か
ゝ

　
　

年後
十
二
月
兼
題

内
梅　

社
中
稽
古
会

め
つ
ら
し
な
冬
く
は
ゝ
り
て
一
と
せ
に
ふ
た
ゝ
ひ
咲
る
梅
の
色
香
は

雪乀

も
ま
た
ふ
る
と
し
な
か
ら
立
春
を
ま
つ
し
り
そ
め
て
梅
や
咲
ら
ん

　
　

十
一
月
於
松
尾
安
芸
亭
稽
古
会
探
題

　
　

暮
秋

深乀

草
や
鳴
虫
の
音
も
か
れ
〳
〵
に
あ
は
れ
を
そ
へ
て
秋
そ
暮
行

野
へ
山
辺
秋
の
名
残
に
な
か
め
わ
ひ
ぬ
そ
め
し
草
木
も
お
も
か
は
り
し
て

詠未
後
十
二
月

歳
暮

暮
て
行
冬
の
日
数
は
く
は
ゝ
れ
と
惜
む
こ
ゝ
ろ
は
ゆ
た
け
く
も
な
し
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老乀

ぬ
れ
は
冬
く
は
ゝ
れ
る
年
た
に
も
間
な
く
覚
え
て
は
や
も
く
れ
行

安
永
五
年

歳申

旦

敷乀

嶋
の
道
を
し
る
へ
に
立
春
の
こ
と
は
の
花
や
世
に
匂
ふ
ら
ん

立
春
の
け
さ
の
光
を
敷
嶋
や
神
の
い
や
し
り
世
は
い
は
ふ
ら
ん

稲
荷
社
月
次
法
楽
冷
泉
中
納
言
為
泰
卿
御
出
題

春正
月
分神

祇

春
立
は
尚
い
や
高
く
い
な
り
山
か
す
み
て
見
つ
の
峯
の
御
社

稲乀

荷
や
ま
し
る
し
の
杉
の
春
幾
世
栄
る
色
や
み
つ
の
神
垣

春
立
は
ゆ
ふ
し
て
な
ひ
き
吹
風
も
空
も
長
閑
に
あ
け
の
神
垣

三
輪
則
寿
の
本
よ
り
庭
前
の
小
竹
に
鴬
の
鳴
を
聞
て
よ
め
る
哥
并
春

雨
の
哥
を
よ
め
る
は
し
文
の
序
に
書
付
て
見
せ
給
ふ
返
事
に

算
へ
と
れ
庭
の
園
ふ
の
呉
竹
に
千
世
を
さ
え
つ
る
鴬
の
こ
ゑ

置
と
見
て
き
み
ひ
ろ
ひ
け
ん
春
雨
に
梅
の
香
な
か
ら
落
る
し
ら
露

秦
直
親
宿
祢
身
ま
か
り
け
る
よ
し
告
来
る
を
聞
て

ふ
り
残
る
身
に
は
直
し
も
淡
雪
の
哀
き
え
ゆ
く
人
も
か
な
し
き

二
月
一
日

宗
匠
家
会
始

松
遐
年
友

此乀

宿
に
松
も
幾
千
世
色
そ
へ
て
と
も
に
栄
ふ
る
春
の
言
の
葉

宿
か
ら
や
松
も
一
し
ほ
言
の
葉
の
い
ろ
に
色
そ
ふ
千
世
の
初
春

稲
荷
社
月
次
法
楽

折二
月
分花

山乀

桜
さ
そ
ふ
嵐
に
お
く
れ
し
と
神
の
手
向
に
先
手
折
こ
し

神
籬
に
見
つ
ゝ
も
あ
か
て
八
重
桜
手
折
て
か
さ
す
花
の
し
ら
ゆ
ふ

雨
風
に
う
つ
ろ
ふ
も
を
し
桜
花
ぬ
る
と
も
し
ゐ
て
い
さ
手
折
ま
し

同
月
次
法
楽

暮三
月
分春

花乀

鳥
の
あ
か
ぬ
名
残
を
け
ふ
は
猶
は
る
の
別
に
お
も
ひ
そ
へ
ぬ
る

花
は
ね
に
鳥
は
ふ
る
す
に
か
へ
る
て
ふ
み
ち
を
し
る
へ
に
春
や
い
ぬ
め
り

未
年
十
二
月
於
竈
家
稽
古
会

旅探
題

泊
夢

磯乀

枕
う
き
ね
は
夢
を
見
る
程
も
な
み
の
音
に〻
そは

驚
か〻
さ〻す

ら
んれ

ぬ〻

夢
に
さ
へ
見
し
夜
う
れ
し
き
波
枕
ち
さ
と
へ
た
て
し
故
郷
の
空

四
月
廿
六
日
冷
泉
家
祖
為
頼
卿
百
五
十
回
為
御
灵
祭
供
進
御
出
題
門

弟
中
勧
進

夏
懐
旧
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ふ乀

り
残
る
む
か
し
を
し
た
ふ
玉
か
し
は
庭
も
葉
広
く
世
々
に
さ
か
え
て

遠
き
世
を
し
の
ひ
音
に
鳴
ほ
と
ゝ
き
す
う
の
花
咲
る
軒
と
ひ
来
て

祭
る
て
ふ
宿
の
そ
の
世
を
し
の
ひ
音
に
う
し
や
う
月
の
や
ま
ほ
と
ゝ
き
す

伏
見
な
る
三
輪
の
翁
の
本
よ
り
去
年
の
秋
の
末
つ
か
た
残
雪
と
い
ふ

芍
薬
の
株
を
恵
み
給
る
を
す
な
は
ち
う
つ
し
植
置
け
れ
は
、
こ
と
し

三
月
の
末
つ
か
た
よ
り
卯
月
の
間
に
花
の
咲
け
る
を
見
て
、
翁
の
本

へ
よ
み
て
つ
か
は
し
侍
る
。

尚
残
る
雪
と
見
る
ま
て
咲
匂
ふ
は
な
の
色
香
に
恵
み
を
そ
お
も
ふ

安
永
四
年
三
月
御
祭
神
幸
の
お
ほ
ん
た
め
に
神
馬
の
御
鞍
二
具
、
五

条
わ
た
り
醍
醐
町
万
寿
寺
町
の
人
々
唐
く
ら
作
り
て
納
め
奉
り
た
り

け
れ
は
、
又
今
年
五
条
わ
た
り
樋
口
町
の
人
々
よ
り
今
一
そ
な
へ
御

く
ら
奉
ら
ん
と
熱
田
社
の
神
宝
の
内
に
古
き
唐
鞍
の
か
た
有
し
よ
し

聞
伝
て
、
此
く
ら
の
う
つ
し
を
造
り
奉
る
と
い
み
し
き
く
ら
た
く
み

人
え
ら
み
て
作
り
、
松
本
家
に
よ
り
て
納
め
奉
り
け
れ
は
、
そ
の
心

さ
し
を
大
御
神
に
告
申
詞
の
端
に
読
侍
る
哥

受
引
ん
神
の
ま
に
〳
〵
心
さ
し
あ
つ
た
の
馬
く
ら
う
つ
し
そ
な
ふ
る

五
月
十
二
日
於
下
野
守
亭
社
友
稽
古
会

早兼
題

苗

い乀

な
り
山
ふ
も
と
の
小
田
の
若
な
へ
の
か
ね
て
秋
ま
つ
色
そ
涼
し
き

朝
な
〳
〵
み
と
り
を
そ
へ
て
す
ゝ
し
さ
は
露
の
玉
ぬ
く
小
田
の
若
な
へ

稲
荷
社
月
次
法
楽

郭四
月
分公

五乀

月
ま
つ
こ
ゝ
ろ
や
同
し
ほ
と
ゝ
き
す
花
立
花
の
軒
端
に
そ
鳴

軒
ち
か
く
己
か
五
月
を
ま
つ
か
え
に
ま
た
し
の
ひ
音
の
山
時
鳥

稲
荷
社
月
次
法
楽

夏五
月
分月

夏
の
夜
は
霧
も
霞
も
な
か
空
に
さ
は
ら
ぬ
月
の
涼

（
マ
マ
）そ

涼
し
き

程乀

も
な
く
見
る
か
う
ち
よ
り
更
行
と
涼
し
さ
そ
ふ
る
夏
夜
の
月

　
　

五
月
十
二
日
於
下
総
守
亭
稽
古
会
探
題

　
　

夕
顔

む乀
置
う
ゆ
る

す
〻

ひ
〻

置
〻

露
〻

の
光
も〻の

ほ
の
見
え
て
月
も
涼
し
き
夕
か
ほ
の
花          

人
は此

初
句
置
か
た
し

い
さ
あ
れ
し
垣
根
と
の
み
見
ま
し
ゆ
ふ
か
ほ
咲
る
花
の
か
こ
ひ
を

稲
荷
社
月
次
法
楽

納六
月
分涼

稲乀

荷
や
ま
な
つ
と
し
も
な
き
涼
し
さ
は
風
も
と
き
は
の
杉
の
下
か
け

す
ゝ
し
さ
は
稲
荷
山
の
か
け
ふ
か
く
杉
の
村
々
か
よ
ふ
ゆ
ふ
風

夕
月
夜
こ
ゝ
ろ
つ
く
し
の
か
け
な
ら
て
木
の
間
も
り
こ
し
風
の
涼
し
さ

初七
月
分秋
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夏
の
き
の
ふ
い
な
り
の
山
の
す
き
の
戸
に
け
さ
吹
入
る
ゝ
秋
の
初
風

今乀

朝
は
ま
た
草
木
の
色
も
か
は
ら
ね
と
置
そ
ふ
露
や
秋
の
初
し
ほ

五
月
於
松
本
讃
岐
守
亭
稽
古
会
探
題

志
賀
山
越

誰乀

も
み
な
心
を
そ
め
て
し
か
の
や
ま

五花か
す
み
を
わ
く
る

の
下
み
ち
こ〻
ゆ〻
る〻
色〻
香〻
よ〻

春
ふ
か
く
し
か
の
山
道
立
か
へ
り
あ
か
す
こ
そ
見
め
花

志
賀
山
越
は
桜
也

の
藤
波

六
月
十
日
松
尾
日
向
相
春
第
三
回
其
男
松
尾
安
芸
追
慕
勧
進

夏
懐
旧

お乀

も
ひ
や
り
吾
た
に
ぬ
ら
す
夏
こ
ろ
も
三
年
か
さ
ね
て
し
た
ふ
袂
を

夏
こ
ろ
も
跡
と
ふ
袖
や
し
ほ
る
ら
ん
露
も
ふ
か
草
三
と
せ
ふ
り
き
て

入来
ル
七
月
廿
九
日

道
古
前
大
納
言
入
道
澄

〻

覚

〻

為
村
卿
第
三
回
御
斎
息
中
納
言
為
泰
卿

追
慕
出
題

寄
露
懐
旧

露乀

ふ
か
く
し
た
ふ
袂
そ
し
ほ
れ
ぬ
る
三

い
つ
か

年のふ
り
こ〻
し〻
秋
を

◯
むき

か
〻

へ
〻

て
〻

跡
し
た
ふ
袖
の
な
み
た
は
秋
の
野
の
露
よ
り
け
に
も
ふ
り
そ
ま
さ
れ
る

石六
月
十
三
日

峯
禅
寺
隠
居
法
蔵
庵
時
学
和
尚
の
本
へ
暑
気
の
安
否
を
問
ふ
と
て

庭
の
草
花
一
筒
贈
り
遣
す
書
の
奥
に

夏草

ふ
〻

か
き
中庭

に
〻

秋
ま
つ
は
つ
花
とを

き見
せ
ま
く
ほ
し
み

み

〻

に

〻

見

〻

せ

〻

ま

〻

く

〻

手

〻

折

〻

て
そ
や
る

羽
倉
石
見
守
よ
り
暑
気
の
安
否
を
尋
ぬ
る
よ
し
外
郎
粽
二
把
送
り
給

り
け
れ
は
そ
の
む
く
ひ
に
庭
前
の
草
花
一
筒
贈
文
の
奥
に

夏
ふ
か
き
草
の
笆
の
花
な
か
ら
よ
く
見
ん
人
の
た
め
に
折

社

つ〻 る〻

六
月
十
四
日
藤
嶋
遠
江
よ
り
亡
父
下
野
守
一
周
忌
之
御
灵
祭
之
給
と

て
蒟
蒻
十
五
盃
贈
給
其
便
に
付
て
外
郎
二
棹
送
遣
短
尺
相
添

古
前
下
野
守
藤
原
信
允
尊ソ

ン
レ
イ霊

一
周
忌
に
め
く
り
給
ふ
霊
祭
行
は
る
ゝ

よ
し
聞
て

夏
こ
ろ
も
さ
そ
な
し
ほ
れ
ん
め
く
り
き
て
つ
ゆ
の
ふ
か
く
さ
跡
を
と
ふ
身
は

保
田
古
前
内
匠
頭
忠
辰
朝
臣
十
年
あ
ま
り
七
年
に
め
く
り
給
ひ
て
尊

霊
を
ま
つ
り
た
ま
ふ
よ
し
を
聞
て
よ
み
て
奉
り
侍
る

思
ひ
出
て
袖
を
そ
ぬ
ら
す
夕
立
の
あ
め
も
涙
も
ふ
り
し
む
か
し
を

六
月
廿
二
日
於
権
目
代
荷
田
信
賢
亭
稽
古
会
兼
題

雨
後
夏
月

雨
の
ゝ
ち
あ
つ
さ
わ
す
れ
ぬ
浮
雲
も
月
の
光
に
き
え
て
涼
し
き

夕乀

立
の
雨な

こ
り
の
露
に

吹
〻

は
〻

れ
〻

て
〻

照
〻

月
の
ひ
か
り
を
さ
そ
ふ
風
の
涼
し
さ        

余同
上

寒

朝
戸
出
の
衣
手
さ
え
て
い
ち
し
ろ
く
し
も
を
か
さ
ぬ
る
庭
の
春
風

此乀

朝
け
打
出
し
波
の
音
さ
え
て
こ
ほ
り
に
か
へ
る
谷
の
春
風

今
年
七八

月
〻

二
日
別
家
氏
人
羽
倉
紀
伊
守
信
里
当
第
七
回
仍
息
上
野
介

信
美
為
追
慕
勧
進
応
求
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秋
懐
旧　

阿
字
置
冠
初
秋
意

秋乀

来
ぬ
と
月
に
そ
の
世
を
お
も
ひ
出
て
し
た
ふ
涙
に
影
そ
露
け
き

冷
泉
家
祖
後
来
迎
院
為
慶
卿
当
二
百
五
十
年
霊
祭
為
供
進
為
泰
卿
御
出
題

穐
懐
旧

五
百
年
の
半
め
く
り
て
久
堅
の
そ
ら
に
昔
の
秋
を
し
そ
お
も
ふ

め
く
り
き
て
雲
ゐ
は
る
〳
〵
遠
き
世
の
秋
を
そ
し
の
ふ
ふ
み
月
の
か
け

遠乀

き
世
の
た
ま
〳
〵
け
ふ
に
め
く
り
あ
へ
と
手
向
色
な
き
秋
の
言
の
葉

稲
荷
社
月
次
法
楽

草八
月
分花

結乀

ひ
置
契
る
や
幾
世
秋
の
野
の
つ
ゆ
に
紐
と
く
花
の
も
ゝ
草

あ
か
て
尚
秋
の
千
種
の
花
こ
と
に
う
つ
す
心
や
あ
た
に
見
ゆ
ら
ん

七
月
十
九
日
稽
古
会
於
松
本
但
馬
守
亭
催

　
　

行
路
萩　

兼
題

は乀

る
け
さ
の
道
も
お
も
は
し
真
萩
原
遠
里
小
野
の
花
を
わ
け
き
て

分
入
は
錦
も
中
や
絶
な
ん
と
よ
き
て
社
見
れ
萩
の
下
道

八
月
八
日
古
前
修
理
権
大
夫
藤
原
則
信
朝
臣
五
十
年
霊
祭
嫡
孫
則
有

朝
臣
追
行
依
有
之
供
進

五
十
と
せ
に
ふ
り
こ
し
秋
の
露
ふ
か
く
む
か
し
を
し
た
ふ
袖
そ
し
ほ
る
ゝ

　
　

同
月
廿
二
日
古
前
三
河
守
則
明
朝
臣
十
七
年
依
灵
祭
供
進

し
た
ふ
そ
よ
袖
の
涙
に
十
と
せ
あ
ま
り
七
た
ひ
秋
の
露
を
か
さ
ね
て

　
　

八若
衆
中
依
乞
作
哥

月
十
五
夜
月

秋乀

の
月
今
宵
み
ち
ぬ
る
影
に
社
そ
ら
も
心
も
澄
わ
た
り
け
れ

影
み
ち
て
月
の
名
に
お
ふ
秋
の
空
あ
ふ
く
心
も
澄
わ
た
る
ま
て

い
ち
し
る
く
唐
ま
て
も
あ
ふ
き
見
る
月
の
こ
よ
ひ
の
秋
つ
州
の
空

　
　

七
月
十
九
日
稽
古
会
探
題
於
但
馬
守
亭
会

　
　

遅
日

治乀

れ
る
世
の
春
し
る
く
に
く
る
日
の
く
れ
ゆ
た
か
な
る
影
の
長
閑
さ

花
鳥
の
あ
か
ぬ
色
香
に
春
の
日
の
遅
き
暮
た
に
尚
惜
ま
る
ゝ

　
　

於
毛
利
豊
後
守
亭
稽
古
会
兼
題

　
　

月
秋
友

秋乀

幾
世
な
れ
こ
し
人
を
か
そ
ふ
れ
とは

月
よ
り
外
に
友
や
な
か
ら
ん

老
残
る
身
は
今
更
に
秋
夜
の
つ
き
よ
り
外
に
見
ん
友
そ
な
き

　
　

柞同
右　

探
題

は乀

ゝ
そ
原
秋う

す
き
もの

恵〻
の〻無

珍
也色

わ
き
て
ま
つ
こ
す
ゑ
よ
り
霞
もや

満
〻

けら

ん
〻

　
　
　
　

泉
川
い
つ
し
か
水
も
そ
め
ぬ
ら
ん
は
ゝ
そ
の
森
のも

も
み
ち
し
け
れ
は

　
　

瀧八
月
十
五
夜
会
探
題

昇
月

雲乀

霧
を
は
ら
ふ
嵐
に
影
は
れ
て
や
ゝ
澄
の
ほ
る
山
端
の
月

山
端
に
た
ゆ
た
ふ
月
の
い
つ
し
か
に
な
か
空
高
く
影
そ
す
み
行
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稲
荷
社
月
次
法
楽

　
　

秋九
月
分田

明乀

わ
た
る
田
面
押
な
へ
ほ
の
み
え
て
つ
ゆ
の
奥
手
も
色
つ
き
に
け
り

宿
近
み
秋
の
田
面
を
も
る
し
つ
の
あ
は
れ
よ
ふ
か
く
音
も
聞
え
て

　
　

九
月
十
三
夜
於
松
本
土
左
守
亭
会
得
探
題

　
　

海
月

難
波
か
た
浪
路
照
そ
ふ
長
月
の
光
を
花
と
ち
ら
す
浦
風

和乀

田
の
原
な
か
め
も
空
も
は
る
〳
〵
と
波
路
く
ま
な
き
長
月
の
か
け

　
　

於
竈
亭
月
次
稽
古
会
兼
題

　
　

秋九
月
廿
二
日

朝
霧

在乀

明
の
月
の
光
に
峯
晴
て
山
本
ふ
か
く
下
る
朝
霧

朝
戸
出
の
な
か
め
に
あ
か
ぬ
山
端
を
き
り
か
あ
や
に
く
立
そ
へ
た
つ
る

　
　

旧同
日
当
座
探
題
応
求

恋

二乀

葉
よ
り
契
り
そ
め
つ
ゝ
松
か
え
の
か
は
ら
ぬ
色
に
年
そ
へ
に
け
る

お
も
ひ
川
あ
ふ
瀬
も
し
ら
す
身
は
ふ
り
て
幾
と
し
波
か
袖
に
か
さ
ぬ
る

　
　

稲
荷
社
月
次
法
楽

　
　

千十
月
分鳥

あ乀

く
る
夜
も
近
き
河
原
の
友
千
鳥
ね
さ
め
の
窓と

こ

に
〻

聞
〻
も

〻
たさ

む
けの

し
な〻

小
夜
千
鳥
い
つ
こ
行
ら
ん
照
月
の
あ
ま
の
戸
わ
た
る
声
も
さ
や
か
に

　
　

月
次
稽
古
会
親
臣
催
兼
題

　
　

水十
月
分
十
二
月
十
日
興
行

上
落
葉

尚乀

秋
〻

の
色
の
名
残
も〻を

と
め
て大

井
川
ゐ
せ
き
に
か
ゝ
る
せ
ゝ
の
紅
葉

し
ら
糸
の
瀧
も
深
し
と
お
も
ふ
ま
て
も
み
ち
は
な
か
る
谷
の
河
水

落
葉
有
色　

声
と
思
ひ
候

今
し
は
し
は
ら
は
て
も
見
ん
庭
の
面
に
霜
を
色
と
る
け
さ
の
紅
葉

さ
そ
ひ
き
て
秋
の
名
残
と
紅
葉
の
錦
を
た
ゝ
む
庭
の
山
風

昔
青
蓮
院
に
入
せ
住
給
ふ
み
こ
の
宮
、
御
ふ
み
て
の
道
を
あ
や
に
か

し
こ
く
え
さ
せ
給
ふ
。
そ
の
お
ほ
ん
な
か
れ
世
々
た
え
す
し
て
今
に

い
た
る
ま
て
世
の
人
々
お
ほ
む
な
か
れ
を
く
み
て
た
ふ
と
み
学
へ

り
。
先
父
の
比
ひ
、
こ
の
お
ほ
ん
な
か
れ
を
い
と
よ
く
学
ひ
え
た
る

い
み
し
き
人
々
つ
と
ひ
あ
ひ
て
或
は
か
るら

哥
〻

あ
る
は
や
ま
と
哥
な
と

ま
し
へ
て
一
巻
に
か
き
つ
ら
ね
し
を
樫
尾
先
生
秘
蔵
し
も
た
る
を
ち

か
実
に
ゆ
る
し
て
見
せ
給
ふ
よ
し
。
た
つ
さ
ひ
来
て
や
つ
か
れ
に
見

よ
と
い
ひ
入
け
る
を
見
て
よ
み
侍
る
哥

い
ち
し
る
く
猶
も
栄
え
ん
世
に
広
く
な
か
れ
た
え
せ
ぬ
水
く
き
の
跡

や
ん
こ
と
な
き
お
ほ
ん
か
た
よ
り
六
十
の
賀
お
ほ
ん
い
は
ひ
と
て

も
ゝ
と
せ
い
ふ
み
き
を
給
は
れ
る
よ
し
、
信
郷
宿
祢
の
元
よ
り
と
り

わ
け
て
恵
み
給
は
り
け
れ
は
、
か
し
こ
け
れ
と
盃
を
と
り
て
こ
と
ふ
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き
奉
り
て

祝
へ
と
て
こ
ふ
き
給
ふ
此
み
き
は
名
さ
へ
も
ゝ
と
せ
汲
も
尽
せ
し

稲
荷
社
月
次
法
楽

網十
一
月
分代

あ乀

し
ろ
も
る
袖
は
さ
な
か
ら
こ
ほ
る
ら
し
浪
の
よ
る
へ
に
霜
を
か
さ
ね
て

宇
治
川
や
誰
う
き
わ
さ
を
伝
へ
き
て
し
も
の
夜
ふ
か
く
網
代
も
る
ら
ん

お
も
ひ
や
る
袖
さ
へ
寒
み
う
ち
か
は
や
霜
ふ
か
き
夜
に
あ
し
ろ
も
る
身
□

十十
一
月
十
日
興
行

月
稽
古
会
親
臣
催
当
座
探
題

元
日
宴

今
日
は
ま
つ
雲
井
に
あ
く
る
盃
や
ひ
か
り
そ
ふ
ら
ん
千
世
の
初
春

春
た
て
は
百
の
つ
か
さ
や
む
れ
ゐ
つ
ゝ
雲
ゐ
の
庭
に
い
は
ふ
さ
か
つ
き

古
詠
草
冷
泉
中
納
言

為
泰
卿

殿
へ
差
出
候
処
、
詠
草
の
御
加
筆
に
此
題

宴
字
を
除
、
元
日
と
し
て
詠
出
し
か
る
へ
し
と
被
仰
給
候
也

上
御
霊
社
別
当
元
善
朝
臣
七
十
の
賀
し
侍
る
た
め
と
て
非
蔵
人
春
原

元
福
よ
り
勧
進
し
て
詩
に
も
あ
れ
和
哥
に
も
あ
れ
ね
も
こ
ろ
な
る

人
々
に
こ
ひ
も
と
め
侍
り
け
れ
は
、
や
つ
か
れ
も
元
よ
り
ね
も
こ
ろ

に
侍
れ
は
い
な
み
か
た
く
て
神サ

カ
キ木

に
よ
せ
て
い
は
ひ
の
こ
ゝ
ろ
を
よ

み
て
送
り
侍
る
哥

神乀

垣
に
猶
も
栄
え
ん
さ
か
き
は
の
八
千
代
を
契
れ
老
の
行
す
ゑ

八
千
代
へ
ん
老
か
か
さ
しさ

んの
榊

〻

葉

〻

の
さ
か
え
ん
色
は
神
や
し
る
ら
ん

稲
荷
社
月
次
法
楽

山十
二
月
分雪

吹乀

は
ら
ふ
雲
も
あ
ら
し
の
山
晴
て
く
ま
な
く
む
か
ふ
峯
の
し
ら
雪

大
ひ
え
や
小
ひ
え
も
け
さ
は
し
ろ
た
へ
に
都
の
ふ
し
と
む
か
ふ
初
雪

月
次
稽
古
会
於
松
尾
安
芸
亭
被
催
十
一
月
廿
八
日
興
行

寒十
一
月
分庭

霜

松
栢
の
み
と
り
も
し
ろ
く
先
見
え
て
あ
け
ほ
の
さ
む
き
庭
の
朝
霜

朝乀

戸
出
て
む
か
ふ
も
寒
し
白
妙
に
置
霜
ふ
か
き
山
か
け
の
庭

朝
霜
も
ま
た
消
あ
へ
す
夕
日
か
け
よ
そ
に
暮
行
庭
の
寒
け
さ

　
　

同
日
探
題
当
座

炭
竈

霜
雪
を
し
つ
か
願
ひ
に
や
く
す
み
の
け
ふ
り
の
色
は
け
ふ
も
寒
け
し

冬乀

去ふ
か
くは

〻

そ
〻

の
名
も
高
し
炭
竈
の
け
ふ
り
絶
せ
ぬ
大小

野原
の

〻

山

〻

か
け

月
次
稽
古
会
於
松
本
和
泉
守
亭
十
二
月
七
日
催

松
久
緑

年乀

の
内
に
立
春
し
る
く
色
そ
へ
て
い
く
世
栄
え
ん
松
の
言
の
葉

年
内
に
み
と
り
を
そ
へ
て
立
春
を
松
に
そ
い
は
ふ
千
世
の
言
の
は

立同
日
探
題春
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あ
か
く
ら
の
空
に
先
立
春
し
る
く
鳥
の
八
声
も
更
に
長
閑
し

申
十
二
月
廿
六
日

年
内
立
春

雪乀

も
ま
た
ふ
る
と
し
な
か
ら
今
朝
は
ま
つ
立
春
し
る
く
霞
そ
め
け
り

い
と
は
や
も
立
春
し
る
くし

冬
〻

な
か
ら
な
ひ
く
柳
の
か
け
も
長
閑
に

　
安
永
六
年
丁
酉

元
日
試
筆

立
か
へ
る
神
代
の
春
の
た
め
し
と
て
す
め
る
は
空
に
か
す
み
そ
め
け
ん

正
月
五
日
三
つ
の
峯
御
影
を
い
は
ひ
ま
つ
ら
ん
と
催
し
侍
り
て
や
つ

か
れ
は
え
ま
う
て
侍
ら
さ
れ
は
哥祝

の
心を

〻

よ
み
て
ち
か
お
み
に
つ
け
て

さ
ゝ
け
奉
る

 

下
社
神
主
秦
親
盛
上

か
し
こ
み
も
み
つ
の
御
前
に
引
し
め
の
春
く
り
か
へ
し
な
か
く
つ
か
へ
ん

曙
聞
春
鴬
て

（
マ
マ
）

軒
端
な
る
竹
に
や
と
り
て
あ
く
る
夜
の
そ
ら
に
ほ
の
め
く
鴬
の
声

稲
荷
社
月
次
法
楽

春正
月
 
冷
泉
家
御
出
題

風
解
氷

稲乀

荷
山
氷
も
と
け
て
瀧
つ
な
み
は
る
立
風
の
音
の
長
閑
さ

い
な
り
山
春
風
わ
た
る
跡
見
え
て
と
ほ
り
暮
ゆ
く
池
の
さ
ゝ
波

宗
匠
家
御
初
会

春二
月
一
日祝

言

砌乀

な
る
松
に
こ
と
ふ
く
言
の
葉
の
さ
か
ふ
る
宿
の
春
や
幾
千
世

宿
か
ら
そ
吹
も
長
閑
け
し
梅
柳
こ
の
め
も
春
の
千
世
の
初
か
せ

古正
月
三
十
日

目
代
信
舎
宿
祢
十
七
廻
灵
祭
依
旧
友
之
好
供
進
哥

い
ん
さ
き
東
に
ま
う
て
ゝ
か
へ
る
さ
の
ほ
と
大
津
の
や
と
り
に
て
信

舎
宿
祢
身
ま
か
り
給
ふ
よ
し
を
人
つ
て
に
聞
え
侍
り
け
れ
は
、
お
よ

つ
れ
か
も
た
は
こ
と
を
か
も
夢
か
も
う
つ
ゝ
か
も
と
お
も
へ
と
、
こ

と
ま
こ
と
に
し
侍
れ
は
驚
て
を
し
み
か
な
し
み
侍
り
つ
ゝ
年
月
を
ふ

る
ま
ゝ
に
、
こ
と
し
十
と
せ
あ
ま
り
七
と
せ
に
め
く
り
き
て
老
の

こ
ゝ
ち
一
入
に
光
陰
箭
の
こ
と
く
に
覚
え
、
友
か
き
の
む
か
し
を
お

も
ひ
出
れ
は
夢
に
夢
見
し
心
地
し
て
、
な
き
か
け
を
し
た
ひ
て
つ
た

な
き
言
の
葉
を
つ
ゝ
り
、
哥
二
首
を
作
り
て
御
灵
前
に
手
向
奉
る
。

旅
枕
さ
め
て
か
な
し
き
夢
の
世
の
ゆ
め
の
む
か
し
の
春
を
し
そ
お
も
ふ

又
梅
の
花
に
よ
せ
て

植
残
す
花
に
昔
を
し
た
ひ
き
て
と
り
た
も
音
な
く
宿
の
梅
か
え

社
友
月
次
稽（

マ
マ
）会

（
上
七
字
貼
紙
、
貼
紙
下
「
稲
荷
社
月
次
法
楽
」）

於
竈
家
催
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霞二
月

中
梅
心

君
か
代
の
春
の
恵
み
の
色
見
え
て
け
に
咲
匂
ふ
宿
の
梅
か
枝

枝乀

か
は
す
松
に
契
り
て
春
幾
世
梅
も
と
き
は
の
色
に
咲
ら
し

翫同
日

花　

探
題

春乀

ふ
か
く
花
の
色
香
に
そ
め
し
身
は
か
さ
ら
す
と
て
も
老
や
か
く
れ
ん

稲
荷
社
月
次
法
楽

霞二
月
分中

梅

野乀

を
広
み
あ
り
と
や
匂
ふ
梅
花
た
ち
え
は
い
つ
こ
か
す
み
へ
た
て
ゝ

深
草
や
か
す
み
ふ
き
と
く
山
風
を
ま
ち
え
て
匂
ふ
野
辺
の
梅
か
ゝ

一
条
右
府
殿
ニ
年
久
し
く
奉
仕
人
八
十
の
賀
し
侍
る
時
人
々
祝
の
哥

よ
み
て
送
り
侍
る
予
も
す
め
侍
り
け
れ
は

春
幾
世
長
く
つ
か
へ
て
栄
ら
ん
と
の
ゝ
砌
の
松
を
た
め
し
に

稲
荷
社
月（

マ
マ
）法

楽

春三
月
分田

稲
荷
山
瀧
つ
な
か
れ
を
春
の
田
に
神
や
恵
み
の
水
ま
か
す
ら
ん

河
水
も
春
の
田
祭
る
五
十
串
と
や
な
み
の
し
ら
ゆ
ふ
か
け
そ
ふ
る
ら
し

秋乀

を
お
も
ふ
心
を
た
ね
と
し
つ
の
男
か
春
の
田
面
や
す
き
か
へ
す
ら
ん

稲
荷
社
月
次
法
楽

卯四
月
分花

盛

神乀

祭
る
時
ま
ち
え
て
や
い
な
り
山
し
ら
ゆ
ふ
か
け
て
咲
る
う
の
花

雪
な
ら
は
な
へ
て
こ
と
木
も
う
つ
ま
ゝ
し
さ
か
り
そ
し
る
き
山
の
卯
の
花

い
な
り
山
さ
か
り
も
し
る
く
神
垣
に
春
を
へ
た
て
ゝ
咲
る
う
の
花

稲
荷
社
月
次
法
楽

郭五
月
分公

数
声

稲
荷
山
五
月
き
ぬ
れ
は
時
鳥
こ
ゑ
も
惜
ま
す
夕
か
け
て
鳴

明
は
ま
た
語
り
あ
は
せ
ん
時
鳥
夜
か
れ
ぬ
声
を
人
も
聞
や
と

時乀

鳥
い
な
り
の
山
の
す
き
か
て
に
尚
ゆ
ふ
か
け
て
落を

ち

か
へ
り
な
く

社五
月
十
六
日

中
稽
古
会
親
臣
催
但
月
次
三
月
分
兼
題
今
日
興
行

静月
次
三
月
分

見
花

長乀

閑
に
も
あ
か
な
く
そ
見
る
山
桜
あ
ら
し
も
き
か
ぬ
花
の
木
陰

はに〻

色
香
に
は
世
の
う
き
こ
と
も
忘
ら
れ
て
た
れ
も
し
つ
け
く
花
を
社
み
め

け
ふ
も
猶
し
つ
心
も
て
め
て
見
は
や
ち
る
へ
く
も
な
き
花
の
さ
か
り
は

夏
月　

同
当
座
探
題

五乀

月
雨
の
空
も
心
も
打
は
れ
て
待
出
し
月
そ
い
と
ゝ
涼
し
き

ま
ち
出
て
見
る
程
も
な
き
か
け
な
か
ら
袖
に
す
ゝ
し
き
夏
の
夜
の
月

六
月
十
六
日
於
毛
利
家
稽
古
会
公
林
宿
祢
催
兼
題

毎四
月
分夜

待
時
鳥

つ
れ
な
さ
を
わ
れ
は
ま
け
し
と
時
鳥
猶
幾
夜
か
も
待
や
あ
か
さ
ん
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夕乀
し
の
ひ
音
を

な
〳
〵
月
に
し
の
へ
は
ほ
と
ゝ
き
す
ま
つ
夜
積
て
有
明
の
そ
ら

夕
立　

同
日
探
題
当
座

な
る
神
の
音
羽
の
山
の
音
た
か
く
関
路
す
き
行
風
の
夕
立

夕乀

立
の
晴
行
露
の
玉
か
し
は
残
る
日
か
け
そ
さ
し
も
涼
し
き

安
永
六
年
酉
六
月
廿
五
日

家
祖
母
吉
田
比
売
真
良
院
尊
灵
五
十
年
灵
祭
供
進
歌
五
首

寄
盧
橘
懐
旧

お
や
の
お
や
の
忘
れ
形
見
の
袖
の
香
と
む
か
し
を
し
の
ふ
軒
の
立
花

寄
郭
公
懐
旧

な
れ
も
ま
た
五
十
ち
ふ
る
世
や
思
ひ
出
て
む
か
し
かや

た
る
や〻
山
ほ
と
ゝ
き
す

寄
夏
草
懐
旧

ふ
り
し
世
を
し
の
ふ
袖
に
も
をお

と
〻

ら
し
と
露
に
し
ほ
る
やる

軒庭

の

〻

夏

〻

草

寄
夏
月
懐
旧

面
影
を
し
た
ふ
涙
の
露
間
に
む
か
へ
は
あ
く
る
夏
の
夜
の
月

寄
夕
立
懐
旧

浪
な
ら
て
い
そ
ち
ふ
り
こ
し
夕
立
に
む
か
し
を
し
た
ふ
袖
そ
ぬ
れ
そ
ふ

 

一
覧
候

右
哥
五
首
当
日
供
進
再
拝
拍
手
退
依
病
気
不
勝
令
親
臣
読
上
者
也
。

尤
兼
而
親
臣
有
社
友
勧
進
也
。
其
歌
別
記
有
之
。

　
酉

六
月
廿
五
日　
　
　
　
　
（
親
盛
花
押
）

冷
泉
家
先
祖
為
相
卿
四
百
五
十
回
供
進
為
泰
卿
御
出
題

秋
懐
旧

い乀

や
遠
く
空
に
そ
あ
ふ
く
初
秋
の
居
待
の
月
の
け
ふ
の
む
か
し
を

め
く
り
き
て
お
も
ふ
も
遠
き
古
を
み
る
文
月
の
か
け
に
し
の
は
ん

遠
き
世
の
秋
の
昔
を
し
の
は
ま
し
み
る
文
月
の
影
を
し
る
へ
に

稲
荷
社
月
次
奉
納

瞿六
月
分麦

色
も
香い

か
ゝも

さ
か
り
久
し
く
咲
つ
き
て
け
に
名
に
し
お
ふ
と
こ
な
つ
の
花

神乀

も
さ
そ
盛
ひ
さ
し
く
み
つ
垣
やに

手
〻

向
ち
り
な
き
や
ま
と
な
て
し
こ

同
上
奉
納

初七
月
分秋

朝
露

此
朝
け
草
木
も
更
に
色
し
る
く
露
置
そ
ふ
る
秋
の
初
し
ほ

草乀

も
木
も
秋
き
に
け
り
と
朝
な
〳
〵
光
もさ

や

か

に

し
る
く
露

〻

そ

〻

置

〻

そ

〻

ふ

夜五
月
分水

鶏　

月
次
稽
古
会
兼
題

さ
ら
て
た
に
ま
と
ろ
む
程
も
な
つ
の
夜
を
よ
ひ
と
く
ゐ
な
は
何
な
た
ゝ
き
そ

小乀

夜
ふ
か
く
さ
え
て
月
見
る
真
木
の
戸
を
し
ら
す
く
ゐ
な
やの

な
にた

〻

ゝ
く
成〻
ら
ん

稲
荷
社
奉
楽

月八
月
分下

鳫
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羽〻
風〻
に〻
や〻
雲〻
霧一

乀

は
れら

ふ
つ
は
さ
を

て
照

〻

月

〻

にき
よ
み声

〻

も
さ
や
か
に
に
た
る
初
雁

 

に
あ
ま
り
候
故
乞
加
筆
候

霧
ふ
か
く
夜
わ
た
る
雁
の
空
晴
て
か
す
み
ゆ
る
ま
て
月二

三
の
つ
ゝ
き
よ
か
ら
す

の
さ
や
け
さ 

稲
荷
社
月
次
法
楽

　

紅九
月
分葉

い乀

な
り
山
み
つ
の
神
垣
照
そ
ひ
て
千
入
に
そ
め
し
峯
の
紅
葉

稲
荷
山
杉
の
み
と
り
も
色
は
へ
て
一
し
ほ
そ
め
し
峯
の
紅
葉

社
友
稽
古
会
兼
題

六
月
分
於
大
西
下
総
守
亭
但
八
月
十
五
夜
会

夕
立
廻
山

見乀

る
か
内
に
こ
な
た
す
ゝ
し
く
峯
は
れ
て
外
山
に
う
つ
る
夕
立
の
雲

涼
し
さ
は
風
に
い此

句
い
かなゝ

り
の
山
晴
て
よ
そ
に
す
き
ゆ
く
夕
立
の
空

八
月
十
五
夜　

即
事

秋乀

津
洲
に
こ
よ
ひ
名
高
く
照
月
の
も
ろ
こ
し
ま
て
も
す
み
わ
た
る
ら
ん〻し 

い
な
り
山
願
も
み
つ
の
峯
は
れ
て
こ
よ
ひ
名
高
く
月
そ
照
そ
ふ

月
前
虫　

探
題
当
座

草乀

ふ
か
く
住
虫
ら
に
も
照
月
に
う
か
れ
い
て
た
る
こ
ゑ
の
さ
や
け
さ

深
草
や
声
も
さ
や
か
に
照
ま
さ
る
つ
き
に
鳴
な
る
野
辺
の
虫
の
ね

来
亥
年
三
月
二
日
実
父
惣
官
正
四
位
下
豊
明
霊
就
五
十
回
尤
依
神
事

月
操
上
当
八
月
廿
四
日
於
久
我
安
田
家
霊
祭
令
修
行
供
進
之
哥
組
題

十
首

題
者 

親
臣

読
上 

親
実

朝
霞 

親
教

五
十
年
の
む
か
し
を
し
の
ふ
朝
戸
出
に
む
か
へ
は
か
す
む
遠
の
山
の
端

山
花 

公
林

あ
り
し
世
をに

め
〻

て
し
外
山
の
桜
花
今
を
む
か
し
の
香
に
匂
ふ
ら
ん

盧
橘 

親
業

立
花
の
花
も
む
か
し
を
忍
ふ
と
や
あ
と
ゝ
ふ
宿
に
咲
匂
ふ
ら
ん

萩
露 

親
元

五
十
年
の
け
ふ
の
手
向
と
秋
萩
を
折
袂
さ
へ
露
に
し
ほ
れ
ぬ

夜
鹿 

仲

し
ら
ぬ
そ
の
昔
を
し
の
ふ
夜
も
す
か
ら
哀
を
そ
ふ
る
さ
男
鹿
の
声

時
雨 

公
府

五
十
年
の
そ
の
世
を
空
に
忍
ふ
れ
は
袖
も
そ
く
れ
の
雨
に
ぬ
れ
そ
ふ

忍
恋 

信
郷

つ
ゝ
む
と
も
つ
ゐ
に
は
も
れ
ん
思
ふ
こ
と
し
の
ふ
に
あ
ま
る
袖
の
涙
は

恨
恋 

親
臣

此
ま
ゝ
に
朽
な
ん
は
う
し
年
月
を
わ
れ
か
ら
そ
ふ
る
恨
な
か
ら
も

懐
旧 

親
実
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な
か
れ
き
て
つ
た
ふ
ま
に
〳
〵
五
十
年
の
昔
を
し
の
ふ
水
茎
の
跡

述
懐 

親
盛

ふ
り
残
る
そ
て
は
涙
の
ひ
ま
そ
な
き
し
た
ふ
五
十
年
の
春
を
か
さ
ね
て

追
加
一
首 

親
臣

し
ら
て
し
も
よ
そ
な
ら
ぬ
身
の
手
向
く
さ
露
に
露
そ
ふ
け
ふ
の
言
の
葉

同
五
首
懐
旧 

親
盛

寄
野
霞

お
も
ひ
出
て
跡
と
は
な
ん
と
春
の
野
の
か
す
み
わ
け
こ
し
袖
も
し
ほ
れ
ぬ

寄
里
梅

植
置
し
梅
や
幾
春
ふ
る
里
に
む
か
し
を
し
た
ふ
香
に
匂
ふ
ら
ん

寄
池
柳

庭
の
面
に
む
か
し
し
の
へ
は
浪
か
け
て
木
か
け
露
け
き
池
の
青
柳

寄
春
月

五
十
め
く
り
昔
の
春
や
二
月
の
そ
ら
に
そ
し
た
ふ
夕
月
の
影

寄
帰
鳫 

以
上
五
首
宗
匠
家
一
覧
給

は
か
な
く
そ
霞
に
き
え
て
行
雁
に
昔
の
春
の
わ
か
れ
を
そ
お
も
ふ

右
愚
詠
の
意
は
、
此
稲
荷
山
の
宿
を
立
い
て
鳥
羽
野
を
分
て
久
我
の

里
に
着
折
ふ
し
梅
花
咲
た
る
を
見
、
安
田
大
和
守
か
亭
に
ま
か
り
て

せ
ん
さ
い
を
詠
池
辺
に
立
て
む
か
し
を
と
ひ
、
そ
の
夕
つ
か
た
月
に

む
か
ひ
鳫
の
か
へ
る
に
寄
、
よ
み
見
侍
り
ぬ 

右
十
六
首
於
安
田
大
和
守
亭
霊
所

予
玉
串
供
進
次
件
哥
十
六
首
親
実

読
上
奉
供
進
次
親
族
中
拝
各
拍
手
退

八
月
廿
七
日

於
毛
利
豊
後
守
亭
月
次
稽
古
会

七
月
分
被
補 

元
祓
川
順
番
也
依
所
労
断
也

立
秋
朝

今乀

朝
は
ま
つ
軒
端
に
そ
よ
く
さ
ゝ
竹
の
音
も
さ
や
か
に
秋
や
立
ら
ん

秋
き
ぬ
と
け
さ
は
軒
端
に
音
高
く
き
の
ふ
に
か
は
る
風
の
は
け
し
さ

稽
古
会
於
権
目
代
信
賢
亭
催
之

明八
月
分月

如
昼

あ乀

き
ら
け
き
月
に
照
そ
ふ
秋
の
野
の
花
の
錦
は
夜
と
し
も
見
す

露
な
く
は
夜
と
も
見
ま
し
日
に
つ
け
る
秋
の
光
の
月
の
や
と
り
に

残右
同
断鳫　

探
題

雪乀

霜
の
ふ
る
里
寒
く
お
く
れ
き
て
み
や
こ
の
空
に
哀わ

た
るか

〻

り
か
ね

な
か
里
の
た
か
名
残
に
や
お
く
れ
来
て
霜
の
か
り
田
に
今
そ
鳴
な
る

稲
荷
社
月
次
法
楽

枯十
月
分野

朝
風

か乀

れ
残わ

た

る
〻

野
辺
は
な
か
〳
〵
小
笹
の
み
置
霜
さ
え
て
さ
や
く
朝
風
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深
草
や
霜
の
枯
葉
を
吹
か
ら
に
音
も
身
に
し
む
野
へ
の
朝
風

終九
月
分夜

聞
虫　

月
次
稽
古
会
兼
題

暮乀

て
行
秋
や
う
ら
み
て
よ
も
す
か
ら
あ
は
れ
も
ふ
か
く
虫
や
鳴
ら
ん

鳴
虫
を
友
と
き
か
す
は
長
夜
を
わ
か
み
の
こ
と
や
恨
み
あ
か
さ
ん

氷同
上

室　

探
題

夏乀

こ
ろ
も
氷
室
の
山
に
き
て
み
れ
は
さ
ゆ
る
は
か
り
の
木
々
の
下
風

ひ
む
ろ
も
る
山
の
流
は
結
は
ね
と
袂
す
ゝ
し
く
か
よ
ふ
谷
風

稲
荷
社
月
次
奉
楽

網十
一
月
分代

あ
し
ろ
も
る
袖
寒
か
ら
し
置
霜
の
哀
よ
ふ
き

（
か
脱
カ
）宇

治
の
川
瀬
に

網乀

代
も
り
霜
の
夜
ふ
か
く
た
き
そ
へ
て
と
ほ
り
に
う
つ
る
せ
ゝ
の
篝
火

同
断
奉
楽

歳十
二
月
分暮

春乀

を
ま
つ
心
は
さ
の
み
か
は
ら
ね
と
お
い
を
か
さ
ね
て
年
そ
暮
行

幾
そ
と
せ
身
は
い
た
つ
ら
に
く
れ
は
鳥
あ
や
な
く
積
る
老
か
名
残
は

（
以
下
抹
消
）

稲
荷
社
月
次
奉
楽

杜三
月
分花

立乀

よ
り
て
ぬ
る
と
も
染
ん
か
ら
衣
花
の
雫
の
森
の
下
つ
ゆ

桜
花
暮
な
は
な
け
の
か
け
た
に
も
さ
や
か
に
そ
見
る
月
よ
み
の
杜

毛
利
豊
後
守
亭

池三
月
分
兼
題

辺
藤

池
の
面
に
松
も
千
年
の
か
け
見
え
て
さ
か
り
久
し
きく

か
〻

ゝ
る
藤
波

池
に
ひ
つ
松
も
一
入
色
そ
ひ
て
春
あ
さ
か
ら
ぬ
岸
の
ふ
ち
な
み

（
抹
消
此
迄
）

安
永
七
年

稲
荷
社
月
次
奉
楽

正
月
分

冷
泉
中
納
言
為
泰
卿
御
出
題

霞
春
衣

朝乀

な
〳
〵
四
方
の
山
端
春
き
ぬ
と
か
す
み
の
衣
た
ち
か
さ
ね
ぬ
る

春
き
ぬ
と
海
山
か
け
て
お
ほ
ふ
哉
か
す
み
の
こ
ろ
も
袂
ゆ
た
か
に

稲
荷
山
霞
の
衣
春
た
て
は
し
る
し
の
杉
も
み
と
り
を
そ
ゝ
ふ

宗
匠
家
御
初
会

二
月
一
日
御
出
題

鴬
為
春
友

春
幾
世
友
と
し
宿
に
馴
き
か
ん
も
ゝ
よ
ろ
こ
ひ
の
鴬
の
声
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末乀

遠
き
千
年
の
友
と
此
宿
の
た
か
木
に
う
つ
る
春
の
鴬

稲
荷
社
月
次
奉
楽

柳二
月
分風

花乀

に
た
ゝ
吹
社
い
と
へ
青
柳
の
な
ひ
く
□
あ
か
ぬ
庭
の
春
風

神
垣
に
た
れ
手
向
て
か
し
ら
露
の
玉
も
ゝ
ゆ
ら
の
風
の
青
柳

於
親
臣
亭
稽
古
会

初
会
二
月
廿
二
日

氷
始
解

山乀

河
や
岩
間
の
氷
と
け
そ
め
て
は
る
立
浪
の
音
も
長
閑
け
し

長
閑
け
し
な
春
た
つ
風
も
音
し
る
く

（「
氷
」脱
カ
）

と
け
行
谷
川
の
水

二
月
廿
八
日
毛
利
家
公キ

ン
ツ
ミ府

銀ギ
ン

婚
姻
を
賀
し
て
読
侍
る

神
垣
の
春
や
幾
千
世
も
ろ
共
に
猶
も
さ
か
行
森
の
さ
か
き
葉

山酉
年
之
分家

落
葉　

探
題

い乀

つ
も
吹
音
よ
り
も
け
に
は
け
し
さ
は
木
葉
を
さ
そ
ふ
軒
の
山
風

柴
の
戸
の
し
は
〳
〵
風
の
さ
そ
ひ
き
て
こ
の
は
に
う
つ
む
軒
の
ほ
そ
道

寒去
年
分夜

埋
火　

探
題

さ
よ
衣
寒
さ
忘
れ
て
お
も
ふ
と
ち
と
ひ
き
て
か
た
る
埋
火
の
本

さ乀

む
け
し
な
ふ
け
行
ま
ゝ
に
霜
雪
の
色
を
か
さ
ぬ
る
ね
や
の
埋
火

稲
荷
社
月
次
奉
楽

杜三
月
分花

立乀

よ
り
て
ぬ
る
と
も
染
ん
か
ら
衣
花
の
雫
の
も
り
の
下
露

さ
く
ら
花
暮
な
は
な
け
の
か
け
た
に
も
さ
や
か
に
そ
見
る
月
よ
み
の
も
り

於
毛
利
豊
後
守
亭
会

池三
月
廿
二
日

辺
藤

池乀

の
面
に
松
も
千
年
の
か
け
見
え
て
さ
か
り
久
し
く
か
ゝ
る
ふ
ち
波

池
に
ひ
つ
松
も
一
入
色
そ
ひ
て
春
あ
さ
か
ら
ぬ
峯
の
ふ
ち
な
み

翫同
断

花　

探
題

か
さ
ゝ
て
も
花
の
さ
か
り
の
春
に
あ
ひ
て
む
か
ふ
色
香
に
老
や
か
く
れ
ん

色乀

香も

に
そも

い

〻

な

〻

り
の
山
の
す
き
か
て
に
猶
ゆ
ふ
か
け
て
花
を
こ
そ
見
れ

稲
荷
社
月
次
奉
楽

簾四
月
分葵

露
な
か
ら
か
く
る
葵
の
玉
す
た
れ
み
と
り
涼
し
く
神
も
め
つ
ら
ん

御乀

世
祈
る
こ
す
の
あ
ふ
ひ
の
も
ろ
か
つ
ら
な
か
き
た
め
し
は
神
や
し
る
ら

ん

月
次
稽
古
会
於
祓
川
佐
渡
守
亭
催

卯四
月
分花

似
雪

誰乀

も
ま
た
雪
と
見
つ
ゝ
や
う
の
花
を
ま
な
ひ
の
窓
に
う
つ
し
植
け
ん

消
残
る
雪
と
み
山
の
陰
に
さ
く
う
の
花
か
さ
ね
袖
さ
ゆ
る
ま
て
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稲
荷
社
月
次
奉
楽

郭五
月
分公

住
は
こ
そ
い
な
り
の
山
の
時
鳥
す
き
の
あ
み
戸
の
あ
け
暮
に
き
け

い乀

な
り
や
ま
手
向
と
な
ら
は
時
鳥
杉
の
木
の
間
に
ゆ
ふ
か
け
て
な
け

月
次
稽
古
会
於
親
業
亭
催
五
月
廿
九
日

山五
月
分家

五
月
雨

五
月
雨
に
雲
と
ち
は
て
し
柴
戸
は
あ
け
ぬ
く
れ
ぬ
の
空
も
わ
か
れ
し

雲
た
て
る
谷
の
戸
ほ
そ
は
五
月
雨
の
し
は
し
晴
間
も
光
だ
に
見
す

郭同
日

公
頻　

探
題

一
声
に
何
あ
か
し
け
ん
ほ
と
ゝ
き
す
よ
ゝ
ひ
と
た
へ
す
き
く
に
思
へ
は

所
か
ら
い
な
り
の
山
の
ほ
と
ゝ
き
す
ゆ
ふ
か
け
て
□
す
夕
か
け
て
な
く

五
月
廿
二
日
祓
川
古
佐
渡
守
親
富
第
三
回
忌
親
益
勧
進

夏
懐
旧

し
た
ふ
そ
の
三
年
ふ
り
こ
し
五
月
雨
の
空
に
な
み
た
の
袖
は
ぬ
れ
そ
ふ

大
坂
住
人
或
代
官
之
由
七
十
賀
小
西
有
邦
勧
進

寄
松
祝

末
な
か
き
友
と
し
契
れ
大
伴
の
み
つ
の
浜
な
る
千
世
の
松
か
枝

稲
荷
社
月
次
奉
楽

池六
月
分蛍

浅
か
ら
ぬ
お
も
ひ
や
消
し
池
水
の
な
み
も
て
そ
ゝ
く
岸
の
蛍
は

神
代
さ
そ
か
く
社
□
見
れ
池
水
に
あ
ま
た
ほ
た
る
の
か
ゝ
や
く
か
け
は

稽
古
会
於
松
本
讃
岐
守
亭
催
六
月
三
日

松六
月
分下

納
涼

夏
こ
ろ
も
身
に
し
む
は
か
り
涼
し
さ
は
あ
き
も
覚
ゆ
る
松
の
下
か
せ

松
か
け
の
な
か
れ
に
む
す
ふ
涼
し
さ
は
な
つ
も
よ
そ
な
る
谷
の
下
水

梅同
日

遠
薫　

探
題

（
以
下
白
紙
）

【
附
記
】
本
研
究
は JSPS 

科
研
費19K

00351

の
助
成
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
。


